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1 学校の理念、教育目標  

教 育 理 念 教 育 目 標 

 

■学園理念■ 
 
〈基本理念〉 
 

東放学園は「己と和と成長」を基本として、未来に向かって豊かな価値を創造し、 

メディアとエンターテインメントの発展に貢献できる人の育成を目指します。 

 

〈使 命〉 
 

①社会の一員として寄与できる人を育てます。 
 
東放学園は、健全な学校事業活動を通じて、自己を磨き、社会の一員として 

寄与できる人の育成に努めます。 
 

②豊かな価値を創造できる人を育てます。 
 
東放学園は、メディアとエンターテインメントの分野で、人との関わりから 

豊かな価値を創造する人の育成に努めます。 
 

③組織とともに成長できる人を育てます。 
 
東放学園は、自己と組織との協調の実現に努め、共に成長し続ける人の育成に 

努めます。 

 

〈行動指針〉 
①私たちは、大きな視野に立って、東放学園に活かせる知識・技能・技術の 

向上に努めます。 

②私たちは、誠意・熱意・創意に基づく活動を通じて、良好な人間関係を築き、 

自己の能力と人との和を活かして、働きがいのある東放学園の風土を造ります。 

③私たちは、先見性を持ち、効果的に創造することにより、東放学園の価値を高め、 

継続的な発展を図ります。 

 

■教育方針■ 
 

私たち東放学園の教職員は、理念体系に基づいた以下の教育方針に則り、 

人の育成に努めます。 

  
 実践教育 ～実力は現場を体験することで身につく～ 
  

放送・映画・音楽・芸能の業界が求める人材は時代とともに変化しつづけています。 

TBS（東京放送教育事業本部）が学校を創設した当時から、業界と太いパイプで 

結ばれ、そのニーズをカリキュラムに反映させてきました。このような「現場主義」の 

環境だからこそ、業界で多くの卒業生が活躍しているのです。 

  

人間教育 ～信頼はあいさつから始まる～ 
 

スタッフやキャストが集まって作品をつくる仕事では、チームワークが必要不可欠 

です。チームワークや信頼関係の基本であるあいさつをはじめとするコミュニケーシ 

ョンを重んじているからこそ、社会人として必要な豊かな人間性や社会性を身につけ 

ることができるのです。 

 

自立教育 ～表現は個の確立から始まる～ 
   

クリエイティブな仕事に携わっていくためには、自分自身で道を切り開き、表現して 

いくことが大切です。同じ目標を持った仲間が集う中で、知識・技術・技能を高める 

とともに、自己を確立しているからこそ、自由な発想と各自の個性を伸ばすことが 

できるのです。 
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2 本年度の重点目標と達成計画 

2023年度重点目標 達成計画・取組方法 

 

【ドロップアウト率低減のための対策強化】 

毎年度、国内外問わず、数多くの学生が希望や夢を膨らませ入学している。 

その夢に向かい、将来の仕事に直結する専門分野の勉強や、学生同士の交流が深められる環境づ

くりに全教職員が学生と向き合い、充実した２年間が送れるよう環境整備に努力している。それで

も、様々な要因によって途中で退学してしまう学生が毎年度一定数出てしまう。その退学に至る経

緯の傾向を分析し、対策を強化することでドロップアウト率低減を目指す。 

 

 

 

 

【新しい教育改革への取組み】 

 AI や IoT などの急速な技術の進展により、社会が激しく変化し多様な課題が生じている今日、

様々な情報を活用しながら統合し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造を結びつけていく資質・

能力の育成が求められている。 

また、文部科学省も STEAM(Science,Technology,Engineering,Art,Mathematics)教育の教科横断

的な学習を推進している。 

 このSTEAM教育について、本校では自発的に興味を持ち、ものに向き合う力を育てることが本質

と考え、「ものづくり」「表現」を学生自ら考え、行動できる人材育成の施策を考え実施に向けたプ

ログラムの作成を行う。 

 また、コロナ禍で各教育機関が積極的に活用した、対面とオンライン・オンデマンド型授業（※

1）を併用したハイブリッドによる教育方法は、新たな手段として需要が高まり、現在でも継続的か

つ効果的な学びを提供できる授業スタイルとして導入が進んでいる。教育的効果もコロナ禍で実証

されていることから、システムを導入することにより、反復学習や自主学習が可能となり、個々の

学生の事情に合わせられる柔軟な対応が可能なサポート体制に繋げられるよう、活用方法を検討し

実施する。 

 

 

※１：オンライン授業→インターネットを通じた同時配信授業 

オンデマンド授業→事前収録型授業 

 

 

【ドロップアウト率低減のための対策強化】 

退学に至るまでの個々の経緯確認を、クラスアドバイザーとの面談で聞き取り、現状の問題の洗い

出しを行う。またクラス運営方法についても意見交換の場を設け、運営方法の問題なのか家庭的な問

題なのか様々な要因を拾い出し傾向と分析を行う。 

また、クラスアドバイザーからの聞き取りに留めず、2段階による退学者面接を実施する。これは、

学校運営改善につながる重要なポイントと考え、学生との関わりが少ない業務の職員（学務管理部長）

との面談を行うことで、忖度なく話せる場を作ることにより、退学に至ってしまった理由を引き出し、

対応策を検討、実施する。 

 

 

【新しい教育改革への取組み】 

学生の主体的な取り組みに向けた勉強方法について、教職員のSTEAM教育そのものと、その教育手

段で扱われるひとつとしてハイブリッドによる教育について理解を深める必要がある。そのために、

研修への参加を促し情報を収集し授業改善に向け取り組む。また、学内授業研究会などを行い、授業

スタイル、教材、コミュニケーション、取り組み方など、効果的な方法について協議し、カリキュラ

ム再編を行う。 
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3 評価項目別取組状況 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※評定の内容 

4 適切に対応している。課題の発見に積極的で今後さらに向上させるための意欲がある。 

3 ほぼ適切に対応しているが課題があり、改善方策への一層の取組みが期待される。 

2 対応が十分でなく、やや不適切で課題が多い。課題の抽出と改善方策へ取組む必要が 

 ある。 

1 全く対応をしておらず不適切。学校の方針から見直す必要がある。 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

学園理念として「基本理念」「使命」「行動指針」を明確に定め文書

化している。 

当理念に基づき工業専門課程として音響芸術科と音響技術科の 2

学科を設置しており、理念実現のための方法などを「教育方針」とし

て定めている。 

 

また、関連業界が求める人材像や育成方法は時代とともに変化して

おり、より柔軟な対応が求められている。 

その中にあって、学科ごとに、専門性に立った育成人材像を学科戦

略表に明示し、そのための取り組みをカリキュラムや学生指導におい

て適切に実施している。 

 

教育課程や授業計画などの策定において、教育課程編成委員会を開

催し、関連業界団体や企業からも協力を得ている。 

 

上記のような理念や教育方針に基づき、特色ある職業実践教育に取

り組んでいるが、インターンシップ制度の積極的な運用など、関連業

界や企業との協力をより進め、学生それぞれが将来の仕事のイメージ

ができる場を多く設ける必要がある。 

 

理念や教育方針を学生や保護者、関連業界や企業に周知し、育成

人材像を明確にするために、以下の3点について改善を行う。 

 

①関連業界との連携を強化するために、交流機会を多く作り周知 

する。また、本校教職員の指導力向上のため、技術及び知識を 

養う研修も行えるよう協力を求める。 

②保護者会において、関連業界の現状をはじめ、2年間の専門分野

の学習や、就職活動で内定を勝ち取るまでの流れを理解していた

だくなど、具体的で理解し易い説明を工夫して周知する。 

③育成人材では、授業内容や指導方法について、教育課程編成委員 

会や学校関係者評価委員会などから出た意見に基づき改善し、時

代に合った育成方法を行う。 

 

インターンシップ制度の積極的な運用など、関連業界との関係強化

に取り組むことにより、学生それぞれが将来の仕事をイメージできる

場を多く設ける。 

 

学校の将来構想については、教職員会議や個別面談などを通じて教

職員に周知し、各々が果たすべき役割を確認しながら学校運営を行っ

ていく。 

また、世の中の動きを積極的に掴み、学校の将来構想を踏まえて、

個々の教職員が今、何をやるべきかを常に意識して行動できるように

するため、教職員向けに専門的な研修を実施する。 

 

 

 

・保護者会の開催 

学校の教育方針や人材育成方法、関連業界の現状と就

職についてなど、学校が取り組んでいる内容への理解を

深めてもらう。 

2023年度は6月に学年別に実施した。 

 

・学校関係者評価委員会の実施 

高校の教員や関連業界などの第三者からアドバイスを

受けて、改善に努力している。 

2023年度は2回実施した。 

 

・教育課程編成委員会の実施 

  学生の育成やカリキュラム内容など、教育環境につい

て関連業界からアドバイスを得て、改善に努力している。 

 2023年度は2回実施した。 

 

・学科戦略表のフォーム見直し 

フォームを見直し、2023年度より運用している。 
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1-1 （1/2） 

1-1 理念・目的・育成人材像 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

1-1-1 理念・目的・育成

人材像は、定められて

いるか 

□理念に沿った目的・育成人材像

になっているか 

□理念等は文書化するなど明確に

定めているか 

□理念等において専門分野の特性

は明確になっているか 

□理念等に応じた課程(学科）を設

置しているか 

□理念等を実現するための具体的

な目標・計画・方法を定めているか 

□理念等を学生・保護者・関連業界

等に周知しているか 

□理念等の浸透度を確認している

か 

□理念等を社会の要請に的確に対

応させるため、適宜見直しを行っ

ているか 

 

 

３ 学園理念として「基本理念」

「使命」「行動指針」を明確に定

め文書化している。 

当理念に基づいて工業専門課

程として音響芸術科と音響技術

科の 2学科を設置しており、理

念実現のための方法などを「教

育方針」として定めている。 

学園理念は、東放学園ホーム

ページや学校法人東放学園 

SCHOOL GUIDE、学生ガイドへ記

載し、学生や保護者に周知して

おり、関連業界には、TOHO GUIDE

にその旨を記載している。 

年に一回、理念が社会の要請

とずれていないかを検証してい

る。 

理念や方針に基づき、より具

体的な計画、方法などを策定す

ることが課題である。 

また、理念などを周知するた

め左記の取り組みを行っている

が、さらに浸透度を高めるため

の工夫が必要である。 

 

理念や教育方針を学生や保護

者、関連業界や企業に周知し、

育成人材像を明確にするため

に、以下の3点について改善を

行う。 

①関連業界との連携を強化す

るために、交流機会を多く作り

周知する。また、本校教職員の

指導力向上のため、技術及び知

識を養う研修も行えるよう協力

を求める。 

②保護者会において、関連業

界の現状をはじめ、2 年間の専

門分野の学習や、就職活動で内

定を勝ち取るまでの流れを理解

していただくなど、具体的で理

解し易い説明を工夫して周知す

る。 

③育成人材では、授業内容や

指導方法について、教育課程編

成委員会や学校関係者評価委員

会などから出た意見に基づき改

善し、時代に合った育成方法を

行う。 

学校法人東放学園 SCHOOL 

GUIDE（学校案内書） 

 

東放学園ホームページ 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

「己と和と成長」 

東放学園コミュニティー

サイト（教職員専用） 

学科戦略表 

TOHO GUIDE（企業向けパ

ンフレット） 
 

 

 

1-1-2 育成人材像は専

門分野に関連する業界

等の人材ニーズに適合

しているか 

 

□課程(学科)毎に、関連業界等が求

める知識・技術・技能・人間性等人

材要件を明確にしているか 

□教育課程・授業計画(シラバス)

等の策定において、関連業界等か

らの協力を得ているか 

□学内外にかかわらず、実習の実

施にあたって、関連業界等からの協

力を得ているか 

□教材等の開発において、関連業

界等からの協力を得ているか 

３ 学科戦略表を作成し、学科ご

とに育成人材像を明確にしてい

る。 

教育課程や授業計画などの策

定において、教育課程編成委員

会を開催し、関連業界団体から

も協力を得ている。 

関連業界から講師を招き、講
義や実習を行っている。 
また、関連企業と連携し、ニ

ーズに合わせたゼミを開講し

ている。 

教育課程編成委員会で挙げら

れた課題などは、関連業界との

連携を踏まえて、授業計画の策

定に反映させていく必要があ

る。 

教育課程編成委員会は今後も

継続して開催し、そこで得た知

見を教職員へ周知し、具体的な

施策に反映させていく。 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

 
学校法人東放学園 SCHOOL 

GUIDE（学校案内書） 

 

 

学科戦略表 

 

教育課程編成委員会議事

録 
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1-1 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

1-1-3 理念等の達成に

向け特色ある教育活動

に取組んでいるか 

□理念等の達成に向け、特色ある教

育活動に取組んでいるか 

□特色ある職業実践教育に取組ん

でいるか 

３ 東放学園の「基本理念」「使命」

「行動指針」を土台に各学科に

おいて学科戦略表を作成し、特

色ある職業実践教育に取り組ん

でいる。 

インターンシップ制度の積極

的な運用など、関連業界との協

力をより進め、学生それぞれが

将来の仕事をイメージできる場

を多く設ける必要がある。 

インターンシップ制度の積極

的な運用など、関連業界との関

係強化に取り組むことにより、

学生それぞれが将来の仕事をイ

メージできる場を多く設ける。 

 

学生ガイド（シラバスな

ど） 
 

学校法人東放学園 SCHOOL 

GUIDE（学校案内書） 

 

 

 
1-1-4 社会のニーズ等

を踏まえた将来構想を

抱いているか 

□中期的（3～5年程度）な視点で、

学校の将来構想を定めているか 

□学校の将来構想を教職員に周知

しているか 

□学校の将来構想を学生・保護者・

関連業界等に周知しているか 

３ 学園としての5カ年事業計画

は示されており、教職員へは会

議や面談を通じて周知してい

る。 

学生・保護者・関連業界には

周知していない。 
 

学校の将来構想に向けて、各

教職員が、現在、何をするべき

かの意識づけを更に強化する必

要がある。 

学校の将来構想については、

教職員会議や個別面談などを通

じて教職員に周知し、各々が果

たすべき役割を確認しながら学

校運営を行っていく。 

また、世の中の動きを積極的に

掴み、学校の将来構想を踏まえ

て、教職員向けに研修を実施す

る。 

 

5ヵ年事業計画書 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

東放学園の「基本理念」「使命」「行動指針」を土台に各学科において学科戦略表を作成し、特色あ

る職業実践教育に取り組んでいるが、インターンシップ制度の積極的な運用など、関連業界との協

力をより進め、学生それぞれが将来の仕事をイメージできる場を多く設ける必要がある。 

学校の将来構想に対して、個々の教職員がやるべきことを強く意識するため、教職員向けに専門

的な研修を実施する。 

学科戦略表のフォームを見直し、2023年度より運用している。 
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基準２ 学校運営 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【運営方針】 

事業計画に関連した運営方針を明確化し、教職員全体研修会や東

放学園コミュニティーサイト（教職員専用）において学内に周知し

ている。また、各種諸規程の整備を行っている。 

 

 

【事業計画】 

中期的構想に基づき、単年度並びに5ヵ年事業計画書を毎年度作

成し、理事会・評議員会で執行状況の確認を行っている。 

 

 

【人事・給与制度】 

基本理念及び事業計画に基づき、人材確保と育成が行われてい

る。人事考課制度、賃金制度、採用制度などが整備されており、毎

年度見直しを行っている。 

 

【意思決定システム】 

各階層別の会議体を設置し、必要に応じた意思決定が円滑になさ

れている。今後も各種諸規程の整備を検討し、適切かつ円滑な意思

決定システムの確立につなげる。 

 

 

【情報システム】 

学生支援を目的とした、業務全般を広くサポートする各種システ

ムが整備されている。また、これらのシステムを次世代の教育現場

に順応すべく、クラウド利用への移行を進めている。セキュリティ

対策については、業務におけるクラウド利用の増加に伴い、全体防

御型のセキュリティを導入した。今後も、継続的に評価・見直しを

行っている。 

 

【運営方針】 

5ヵ年事業計画に基づいて、顧客のニーズに柔軟に応えられる先

進的な教育機関になるべく、教職員自らが変化に対応できるように

様々な取り組みを行う。あわせて、リスク要因管理方針を明確にし、

リスク要因などを洗い出し、対策のための取り組みを進める。 

 

【事業計画】 

特になし。 

 

 

 

【人事・給与制度】 

法改正に則った改正を適宜行う。 

 

 

 

【意思決定システム】 

各種諸規程の整合性を図りつつ、必要な規程の整備を進める。 

 

 

 

 

【情報システム】 

学内のシステム運用者をはじめ、関連委員会や外部委託業者など

と継続的に検討を行い、学生支援をより一層強化したシステムのデ

ータ活用及び実用化を進める。 

 

 

特になし。 
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2-2 運営方針 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-2-1 理念に沿った運

営方針を定めているか 

□運営方針を文書化するなど明確

に定めているか 

□運営方針は理念等、目標、事業計

画を踏まえ定めているか 

□運営方針を教職員等に周知して

いるか 

□運営方針の組織内の浸透度を確

認しているか 

４ 運営方針は部門ごとに事業計

画書に目標などを明記し、教職

員全体研修会や東放学園コミュ

ニティーサイトにおいて、口頭

及び文書で周知している。 

 運営会議などにおいて、随時

チェックしている。 

運営方針を遂行することにつ

いて、教職員全体で統一した意

識を持つことが要求される。 

新任者などもいるため、教職

員研修などを活用して繰り返し

説明する。 

事業計画書 

 

 

東放学園コミュニティー

サイト（教職員専用） 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の目的・目標に基づき、学校運営方針は事業計画書に明記し、全教職員に対して明示されている。

今後も全教職員が実際の場面で実践していくことが求められる。 

特になし。 
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2-3 事業計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-3-1 理念等を達成す

るための事業計画を定

めているか 

□中期計画（3～5 年程度）を定め

ているか 

□単年度の事業計画を定めている

か 

□事業計画に予算、事業目標等を

明示しているか 

□事業計画の執行体制、業務分担

等を明確にしているか 

□事業計画の執行・進捗管理状況

及び見直しの時期、内容を明確に

しているか 

４ 5 ヵ年事業計画を定め、さら

に各当該年度における具体的な

単年度の事業計画を策定してい

る。 

事業計画をもとに予算を策定

し、項目ごとの役割分担などを

明確にしている。 

事業計画の執行については半

期ごとに進捗状況をチェックし

ている。項目によっては、事業

計画年度のスパンの組み替え

に、柔軟な対応を取っている。

また、事業報告書を年に一度作

成し、理事会・評議員会にて報

告を行っている。 

事業計画の進行の遅れや内容

の変更などに柔軟に対応するこ

とが必要である。 

事業計画の各部署での継続的

なチェックと各会議体での検証

を徹底する。 

 

5ヵ年事業計画書 

 

事業計画書 

 

事業計画中間報告書 

 

事業報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

5 ヵ年事業計画書に基づいて、本学園全体・各部門の当該年度事業計画を策定し実行するととも

に、運営会議などにおいて進捗状況を把握し、検証を行っている。また、事業報告書を年に一度作成

し、理事会・評議員会にて報告を行っている。 

 

 

次年度事業計画書の内容を年度末の役職者研修会で周知し、運営方針・年間事業計画の円滑な遂行が

できるようにしている。一般教職員に対しては、教職員全体会や東放学園コミュニティーサイト（教職

員専用）において、各部門の事業計画について説明し周知している。なお、事業報告書は東放学園ホー

ムページに公開している。 
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2-4 運営組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-4-1 設置法人は組織運

営を適切に行っている

か 

□理事会、評議員会は寄附行為に

基づき適切に開催しているか 

□理事会等は必要な審議を行い、

適切に議事録を作成しているか 

□寄附行為は、必要に応じて適正

な手続きを経て改正しているか 

４ 寄附行為に基づき理事会・評

議員会を開催し、必要な審議を

経て議事録を作成している。 

また、寄附行為の改正の必要

が生じた場合は、適正な手続き

を経て改正している。 

特になし。 特になし。 寄附行為 

2-4-2 学校運営のための

組織を整備しているか 

□学校運営に必要な事務及び教学

組織を整備しているか 

□現状の組織を体系化した組織規

程、組織図等を整備しているか 

□各部署の役割分担、組織目標等

を規程等で明確にしているか 

□会議、委員会等の決定権限、委員

構成等を規程等で明確にしている

か 

□会議、委員会等の議事録（記録）

は、開催毎に作成しているか 

□組織運営のための規則・規程等

を整備しているか 

□規則・規程等は、必要に応じて

適正な手続きを経て改正している

か 

３ 必要な組織を構成し、本学園

全体の組織を明示した組織図を

整備している。学校運営に支障

が生じないよう、必要に応じて

改定している。 

各部署の業務分掌を整備した

上で、円滑な組織運営のための

規則・規程などを整備している。 

会議体・委員会の業務分掌を

明確にしている。また、部署に

またがる横断的な取り組みの際

は、プロジェクトを立ち上げ、

柔軟な考えを取り入れ易いよう

にしている。 

会議・委員会の議事録は、開

催ごとに作成し、運営会議へ報

告した後、教職員へ公開してい

る。 

現況に合わせて、規則・ 

規程などを改定する場合は、規

程等管理規程に基づき、運営会

議などで審議し適正な手続きを

経て改定している。 

規則・規程の策定時期が異な

るため、内容に表記ゆれがある。 

規則・規程の改定がなされる

ときに、他の規則・規程との関

連性に充分配慮した上で、改定

を担当する会議体・委員会にて

表記ゆれを正していく。 

組織図 

 

各規程 

 

会議・委員会・ 

連絡会一覧 

プロジェクト一覧 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-4-2続き □学校の組織運営に携わる事務職

員の意欲及び資質の向上への取組

みを行っているか 

 業務分掌に基づき、毎年個人

及び部署ごとに年間目標計画を

作成している。特に個人につい

ては、自己研鑽や学内外の研修

に関して具体的な計画を記入

し、積極的に取り組んでいる。

毎年度末に、その結果を確認し、

役割と責任を明確にしている。 

  年齢・役割区分に 

基づくキャリア構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営を円滑に進めるために意思決定機能が明確な運営組織図を定め、目標達成に向けて、実

際の懸案事項を処理・解決する会議体を効率よく機能させている。 

 

特になし。 
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2-5 人事・給与制度 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-5-1 人事・給与に関す

る制度を整備している

か 

□採用基準・採用手続きについて

規程等で明確化し、適切に運用し

ているか 

□適切な採用広報を行い、必要

な人材を確保しているか 

□給与支給等に関する基準・規程

を整備し、適切に運用しているか 

□昇任・昇給の基準を規程等で

明確化し、適切に運用している

か 

□人事考課制度を規程等で明確

化し、適切に運用しているか 

４ 新卒・中途採用ともに、障が

い者・外国人を含めた多様な人

材を公正に採用している。採用

は、基準、手続きについて就業

規則などに定め、これに則った

情報公開により、必要な人材確

保に努めている。 

 

賃金の構成、支払方法、所定

内・所定外給与、賞与ほかを賃

金規程に定め、適切に運用して

いる。 

 

人事評定は半期毎、また通年

単位で実施し、これに基づき昇

(降)格・昇(降)給を行う。評定

は、年度当初、役割に応じて

個々が策定する年間目標計画

に対して判断し、目標達成状況

は、自己評価も考慮した上で評

定を決定している。 

新卒・中途ともに採用ガイド

ラインが整備できている。しか

し、障がい者採用はまだ経験が

浅く、採用過程における注意

や、障がいの程度に応じた配慮

事項の記載などには改善の余地

がある。 

 

規程は法改正に合わせて柔軟

な対応をし、適切な運用をして

いるが、これにあわせた基準な

どの定期的な見直しは、まだ不

十分である。 

 

被評価者の目標策定・実現の

ため、役割区分の定義や、働き

方を再考するための指針等を検

討し、今年度にこれを明らかに

した。（2018年度より継続検

討）これによりキャリア毎の基

準はより明確になったが、今後

も継続して考察が必要である。 

労働政策、雇用情勢なども視

野に、不十分な内容は加筆修正

を進め、さらなる最適化を目指

す。 

 

働き方に関する法改正など

の情報収集は常に行い、定期的

な点検を実施することで、さら

なる最適化を目指す。 

 

役割定義に基づいた教職員

のキャリア構築を可能とする

ため、個々の育成とも連動し、

制度の定着を推進する。 

就業規則 

事業計画書 

教職員募集要項 

就職情報サイトほか 

採用ガイドライン 

賃金規程 

評定の基準 
教職員の年齢・役割区分に基

づくキャリア構築 

役割区分の定義 

年間目標計画 

実績・役割区分評定の基

準 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人事・給与制度は、適切な運用を行っている。今後も、より精度をあげるため、現行運用の基準な

どは規程として整備し、評価者・被評価者双方に、より解りやすく役立つものにしていく。 
2－4「運営組織」と連動し、労働政策や雇用情勢など（ダイバーシティの推進、様々な働き方の検

討、有給休暇の取得促進ほか）に合わせた施策も実施し、教職員のモチベーションアップ・活性化を

進めている。 

  

 

 

 

 



１３ 

2-6 （1/1） 

2-6 意思決定システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-6-1 意思決定システム

を整備しているか 

□教務・財務等の事務処理におい

て、意思決定システムを整備して

いるか 

□意思決定システムにおいて、意

思決定の権限等を明確にしている

か 

□意思決定システムは、規則・規程

等で明確にしているか 

４ 組織図及び階層ごとの会議体

を設置し、学校運営に必要な意

思決定の判断基準を個々に規

則・規程などで明確にしている。 

特になし。 特になし。 組織図 

 

会議・委員会・ 

連絡会一覧 

プロジェクト一覧 

 

各種管理規程など 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

意思決定のために必要な会議体を設置し、それらに応じた意思決定がなされている。各会議体の

持つ権限があり、運用段階において最終的には運営会議、理事会・評議員会において審議し決定し

ている。 

 

特になし。 
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2-7 情報システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

2-7-1 情報システム化

に取組み、業務の効率

化を図っているか 

□学生に関する情報管理システ

ム、業務処理に関するシステムを

構築しているか 

□これらシステムを活用し、タイ

ムリーな情報提供、意思決定が行

われているか 

□学生指導において、適切に（学

生情報管理）システムを活用して

いるか 

□データの更新等を適切に行い、

最新の情報を蓄積しているか 

□システムのメンテナンス及びセ

キュリティ管理を適切に行ってい

るか 

３ 学生支援に基づく情報管理

および関連する業務処理を行

うため、各種情報管理システム

を連動し運用している。データ

は一元化され、最新の情報が保

持できるよう更新を行ってい

る。より一層の学生支援向上を

図るべくキャンパスプラン（学

園総合情報システム）を導入し

体制を整備している。 

クラウド利用への移行を進

めシステムの安全かつ安定稼

働に努めている。 

セキュリティ対策として、継

続的に評価・見直しを行ってい

る。 

セキュリティ対策において

は、過去年度より継続し注意を

払っているが、不測の事態など

への対策について引続き評価・

見直しを行う必要がある。 

またキャンパスプラン（学園

総合情報システム）を利用し、

各機能を最大限生かし利用で

きるようデータ活用方法など

の検証を継続的に行っていく

必要がある。 

 セキュリティ対策として、学

内のシステム運用者をはじめ、

関連委員会や外部委託業者な

どと継続的に評価・見直しを進

めていく。 

次世代の教育現場に即した

システム環境が整備されてい

るか継続的に点検し、より一層

効果的に業務全般をサポート

する環境の構築を進めていく。 

各システムの構築図 

各運用マニュアル 

個人情報保護に関連する各種

規程類 

 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生支援を目的とした業務全般を広くサポートする各種システムの連動が整っており、適切な情報

提供や業務遂行がなされている。現状での運用においては大きな問題はないと考えられるが、システ

ム環境を見直し、より教育現場に即したキャンパスプラン（学園総合情報システム）を利用し、学生

支援を強化したシステム環境の安定稼働に努める必要がある。あわせて継続的にセキュリティ対策と

して、評価・見直しを行うことが不可欠である。 

（整備されている情報管理システム） 

・キャンパスプラン（学園総合情報システム） 

・学生募集システム 

・学籍管理システム 

・成績管理システム 

・パーソナルデータシステム  ・会計情報システム 

・ミライコンパス（インターネット出願システム） 
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基準３ 教育活動 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

【目標の設定】 

基本理念、教育方針に基づき学科戦略表を作成して学科ごとの

目標を明確にしている。各科目の目標到達レベルは学生ガイドに

明示している。関連業界と協力して「目標達成シート」を作成し

たことにより、教育到達レベルが可視化され、学生は到達レベル

を理解しやすくなっている。 

 

【教育方法・評価】 

2020 年度以降、実習を除く講義科目（座学）の一部を Google 

Classroom を使用したオンライン授業、オンデマンド授業への切

り替えを行っている。 

時代に合った教育方法として新たに STEAM教育に向けた取り組

みが重要である。 

 

【成績評価・単位認定】 

成績評価の基準については学則に規定し、学生ガイドに明示し

ている。成績評価の運用は前期必修科目不認定者報告会、進級、

卒業認定会議を行い、客観性と統一性を確保して運用している。 

 

【資格指導体制】 

取得目標としている資格、免許の内容や取得の意義は明確にし

ている。 

 

 

【教職員・組織】 

教職員には毎年度、年間目標計画の提出や上長との面談を通じ

て、自己の資質向上や自己研鑽にどのように取り組むかを明文化

させるように指導している。専門分野ごとに必要な教員体制は整

備されており、教員組織による業務分担・責任体制は会議などで

決定し、規程などで明確に定めている。 

 

 

【目標の設定】 

「目標達成シート」の内容および活用方法を定期的に見直し、

教育内容と達成レベルの精度を上げる。 

 

 

 

 

【教育方法・評価】 

授業見学や研究発表会、授業評価アンケートの結果などに基づ

き、魅力ある科目の開設や授業方法の見直しを図る。 

オンデマンド授業の質と量の充実を図りつつ、対面授業による

効果が認められるものに関しては状況を見て対応を検討する。 

学生の主体性を育成するための STEAM教育の導入に向けた教員

等の理解と具体的な実施方法を検討し、学ぶ環境を見直す。 

 

 

 

 

 

【資格指導体制】 

資格取得によるメリットを学生に明示し、技能向上や仕事への

適切な意識づけに繋げていく。 

 

 

【教職員・組織】 

新たな技術や知識を取得できるよう、専門分野に関連した研修

への参加や、関連企業との交流を多く持ち、情報収集に努め、業

務に活かして、高い志を持って臨めるよう積極的に働きかける。 

組織については、バランスを保つために専門性と社会性に優れ

た多様な人材を確保する。 

 

 

個々の学生が、「ものづくり」や「表現」に取り組むことができ

るゼミや授業を開講している。 

学内技能検定制度「TOHO License」を設定している。 

 

修了認定については成績評価に基づき行っているが、修了認定

基準当落線上の学生については状況を確認し、公平性と客観性に

留意しながら、認定会議にて追加課題を与え、その評価をもって

認定することがある。 

 

学期末試験のみでの成績評価だけではなく、小テストやレポー

ト課題の提出などを多角的に評価し、科目の認定をしていくよう

教員・講師に周知し実行する。 

 

エンターテインメント業界の大きな変化としてデジタル分野の

新規事業が台頭している。この分野に精通した人材育成、または

指導者の確保が急務である。 
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3-8 目標の設定 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-8-1 理念等に沿った

教育課程の編成方針、実

施方針を定めているか 

□教育課程の編成方針、実施方針を

文書化するなど明確に定めている

か 

□職業教育に関する方針を定めて

いるか 

４ 教育課程の編成方針、職業教

育に関する方針は定まってお

り、学科戦略表に明示している。 

特になし。 特になし。 学生ガイド（シラバス

など） 

学科戦略表 

保護者会配付資料 

3-8-2 学科毎の修業年

限に応じた教育到達レ

ベルを明確にしている

か 

□学科毎に目標とする教育到達レ

ベルを明示しているか 

□教育到達レベルは、理念等に適合

しているか 

□資格・免許の取得を目指す学科に

おいて、取得の意義及び取得指導・

支援体制を明確にしているか 

□資格・免許取得を教育到達レベル

としている学科では、取得指導・支

援体制を整備しているか 

４ 基本理念、教育方針を踏まえ

て作成された学科戦略表に、学

科ごとの教育到達レベルを明示

しており、科目ごとの教育到達

レベルも学生ガイドに明示して

いる。 

また、学生個々の学修成果を

可視化するため、「目標達成シー

ト」を作成し、配付している。 

資格取得についての指導を行

い、カリキュラムに対策講座の

内容を盛り込んでいる。 

「目標達成シート」により学

生は教育到達レベルを理解しや

すくなったが、都度、より良いも

のにしていかなければならな

い。 

「目標達成シート」の内容お

よび活用方法を定期的に見直

し、教育内容と達成レベルの精

度を上げていく。 

 

学生ガイド（シラバス

など） 

学科戦略表 

目標達成シート 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育課程の編成方針、職業教育に関する方針は定まっており、学科戦略表に明示している。 

また、学生個々の学修成果を可視化するため、「目標達成シート」を作成し、配布している。それに

よって学生は教育到達レベルを理解しやすくなったが、内容および活用方法は定期的に見直し、教育

内容と達成レベルの精度を上げていく。 

 

個々の学生が、「ものづくり」や「表現」に取り組むことができるゼミや授業を開講している。 

学内技能検定制度「TOHO License」を設定している。 
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3-9 教育方法・評価等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-9-1 教育目的・目標に

沿った教育課程を編成

しているか 

□教育課程を編成する体制は、規

程等で明確にしているか 

□議事録を作成するなど教育課程

の編成過程を明確にしているか 

□授業科目の開設において、専門

科目、一般科目を適切に配分して

いるか 

□授業科目の開設において、必修

科目、選択科目を適切に配分して

いるか 

□修了に係る授業時数、単位数を

明示しているか 

 

３ 教務教育部長を中心に各学科

主任を配置し、毎年度、カリキュ

ラム会議で教育課程の見直しや

作成をする体制を整えている。 

授業科目の開設においては、

専門科目と一般科目、必修と選

択科目の配分に留意し、毎年度、

カリキュラム会議で検証してい

る。 

修了に関わる時間数は学生ガ

イドに明示している。 

科目の内容や方法が、今の学

生にとって魅力あるものである

か、モチベーションの低下につ

ながっていないかを検証する必

要がある。 

 

 

授業評価アンケートの結果な

どに基づき、授業方法の改善や

魅力ある科目の開設などを行

う。 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

学科戦略表 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-9-1続き □授業科目の目標に照らし、適切

な教育内容を提供しているか 

□授業科目の目標に照らし、講義・

演習・実習等、適切な授業形態を

選択しているか 

□授業科目の目標に照らし、授業

内容・授業方法を工夫するなど学

習指導は充実しているか 

□職業実践教育の視点で、授業科

目内容に応じ、講義・演習・実習等

を適切に配分しているか 

□職業実践教育の視点で教育内

容・教育方法・教材等工夫してい

るか 

□単位制の学科において、履修科

目の登録について適切な指導を行

っているか 

□授業科目について、授業計画（シ

ラバス・コマシラバス）を作成し

ているか 

□教育課程は定期的に見直し改定

を行っているか 

 カリキュラム会議により毎年

度検討し、適切な授業形態での

教育内容を提供している。2020

年度以降、実習を除く講義科目

（座学）の一部を Google 

Classroom を使用したオンライ

ン・オンデマンド授業へ切り替

えた。 

また実習科目でも、反転授業

用の教材としてオンデマンド授

業を活用している。 

講義内容について、各科目の

目標を設定している。 

職業実践教育として、技術・技

能の総合的な教育を行い、常に

時代に合った内容を取り入れて

いる。 

履修登録については、開講前

のオリエンテーションやホーム

ルームなどで指導を行い、一人

ひとり履修状況のチェックをし

ており、オンラインで履修登録

を行っている。 

2023 年度より学生ガイドを

WEB化し、授業計画を科目ごとに

明示している。 

教育課程は毎年度、カリキュ

ラム会議により検討し改善を行

っている。 

授業方法については、対面式

とオンライン授業、オンデマン

ド授業とで、いずれの方法が学

生にとってプラスになるのか、

科目ごとに検証する必要があ

る。 

また、授業資料としては、紙資

料が良いのか、または、タブレッ

ト端末などを用いた授業が望ま

しいのか、検討課題である。 

オンデマンド授業の質と量の

充実を図りつつ、対面式のほう

が望ましいと考えられる科目に

ついては、対面式に移行する。 

また、タブレット端末などを

用いた授業方法が良いのか、や

るとすれば、その授業環境をど

のように整備するのかを検討す

る。 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

進度日誌 

カリキュラム会議資料 

授業評価集計結果 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-9-2 教育課程につい

て、外部の意見を反映し

ているか 

□教育課程の編成及び改定におい

て、在校生・卒業生の意見聴取や評

価を行っているか 

□教育課程の編成及び改定におい

て、関連する業界・機関等の意見聴

取や評価を行っているか 

□職業実践教育の効果について、

卒業生・就職先等の意見聴取や評

価を行っているか 

３ 教育課程の編成について在校

生へは授業評価アンケートを実

施している。 

関連業界の意見や評価の聴取

は教育課程編成委員会を設置し

て行っている。 

卒業生への意見聴取はアンケ

ート方式で実施している。 

意見や評価の聴取を行う仕組

みはあるが、それを具体的な改善

につなげていく必要がある。 

在校生、卒業生、関連業界か

ら聴取した意見を指導内容へ有

効に活用するため、カリキュラ

ム会議などで検討するなど、具

体的改善につなげていく。 

 

教育課程編成委員会規則

（内規） 

 

教育課程編成委員会議事

録 

3-9-3 キャリア教育を

実施しているか 

□キャリア教育の実施にあたっ

て、意義・指導方法等に関する方針

を定めているか 

□キャリア教育を行うための教育

内容・教育方法・教材等につい

て工夫しているか 

□キャリア教育の効果について卒

業生・就職先等の意見聴取や評価

を行っているか 

３ 1年次前期から「未来ノート」

を使用してキャリア教育を実施

している。 

就職講座で使用している教材

についても学校独自の資料を作

成するなどの工夫をしている。 

 

卒業生や就職先からの意見聴

取や評価を反映させるための施

策を、授業や個々の相談で活用し

ているが、指導方法にさらなる工

夫が必要である。 

 

卒業生や関連業界、企業など

から意見を積極的に聴取し、授

業内容や指導方法の改善につな

げる。 

就職講座各種資料 

未来ノート（就職講座用テ

キスト）および教員マニュ

アル 

パーソナルデータシステ

ム 

キャンパスプラン（学園総

合情報システム） 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-9-4 授業評価を実施

しているか 

□授業評価を実施する体制を整備

しているか 

□学生に対するアンケート等の実

施など、授業評価を行っているか 

□授業評価の実施において、関連

業界等との協力体制はあるか 

□教員にフィードバックする等、

授業評価結果を授業改善に活用し

ているか 

３ 授業評価アンケートの担当者

を置き、実施する体制を整備し

ている。また、集計結果を授業

担当者にフィードバックしてい

るが、関連業界との協力体制で

の実施はしていない。 

 

授業評価アンケート結果を基

にした具体的な授業改善に向け

た取り組みが必要である。 

授業評価アンケートの結果を

もとに授業担当者と面談し、授

業内容、指導方法、成績評価に

ついての明確な要望を伝え、具

体的改善につなげる。 

 

授業評価アンケート 

授業評価結果 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教務教育部長を中心に各学科主任を配置し、毎年度、カリキュラム会議で教育課程の見直しや作成

をする体制を整えている。修了に関わる時間数は学生ガイドに明示している。 

2020年度以降、実習を除く講義科目（座学）の一部をGoogle Classroomを使用したオンライン・

オンデマンド授業へ切り替えている。また、実習科目でも、反転授業用の教材としてオンデマンド授

業を活用している。 

関連業界の意見や評価の聴取は教育課程編成委員会を設置して行っている。 

2023年度より学生ガイドをWEB化し、授業計画を科目ごとに明示している。 

授業評価アンケートは、担当者を置き、実施する体制を整えているが、今後は具体的な授業内容や

指導方法の改善につなげていく必要がある。 

 

特になし。 
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3-10 成績評価・単位認定等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-10-1 成績評価・修了

認定基準を明確化し、適

切に運用しているか 

□成績評価の基準について、学則等

に規定するなど明確にし、かつ、学

生等に明示しているか 

□成績評価の基準を適切に運用す

るため、会議等を開くなど客観性・

統一性の確保に取組んでいるか 

□入学前の履修、他の教育機関の履

修の認定について、学則等に規定

し、適切に運用しているか 

４ 成績評価の基準については学

則に規定し、学生ガイドに明示

している。 

成績評価の運用は前期必修科

目不認定者報告会、進級、卒業認

定会議を行い、客観性と統一性

を確保しつつ運用している。 

他の教育機関の履修について

も、学則に規定し適切に運用し

ている。 

 特になし。 

  

特になし。 学則 

成績表 

成績評価表 

卒業判定資料 

進級判定資料 

学生ガイド（シラバス

など） 

出席簿 

3-10-2 作品及び技術等

の発表における成果を

把握しているか 

□在校生のコンテスト参加におけ

る受賞状況、研究業績等を把握して

いるか 

３ 学内コンテストについては状

況を把握している。 

学外のコンテストは、ポスタ

ー掲示やGoogle Classroomを使

い参加を促す働きかけを行って

いる。 

コンテストの参加数を増やす

ためにも、学生による作品制作

の機会をさらに増やすことが必

要である。 

今年度の取り組みを検証し、

次年度に向けて学生の意欲向上

を図っていく。 

関連業界団体が開催し

ているコンテスト案内

資料 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

成績評価の基準については学則に規定し、学生ガイドに明示している。 

成績評価の運用は前期必修科目不認定者報告会、進級、卒業認定会議を行い、客観性と統一性を

確保しつつ運用している。 

他の教育機関の履修についても、学則に規定し適切に運用している。 

ゼミなどを追加で開講することにより、作品制作の機会を増やしているが、学内外コンテストへ

の学生の参加をさらに促進し、学生の意欲と技術向上へとつなげていく必要がある。 

 

修了認定については成績評価に基づき行っているが、修了認定基準当落線上の学生については状

況を確認し、公平性と客観性に留意しながら、認定会議にて追加課題を与え、その評価をもって認定

することがある。 

学期末試験のみでの成績評価だけではなく、小テストやレポート課題の提出などを多角的に評価

し、科目の認定をしていくよう教員・講師に周知し実行する。 
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3-11 資格・免許取得の指導体制 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-11-1 目標とする資

格・免許は、教育課程上

で、明確に位置づけて

いるか 

□取得目標としている資格・免許

の内容・取得の意義について明確

にしているか 

□資格・免許の取得に関連する授

業科目、特別講座の開設等につい

て明確にしているか 

 

 

 

 

３ 取得目標としている資格、免

許の内容・取得の意義について

明確にしている。 

対策講座についても、取得の

意義を明確にして開講してい

る。 

 

教育課程と資格との関係性を

わかりやすく学生に伝えていく

必要がある。 

カリキュラムと各資格との関

係を可視化する。 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

各種認定試験募集案内 

カリキュラムマップ 

3-11-2 資格・免許取得

の指導体制はあるか 

□資格・免許の取得について、指

導体制を整備しているか 

□不合格者及び卒後の指導体制を

整備しているか 

３ 資格・免許の取得について、対

策講座を開設するなど、指導体

制を整備している。 

不合格者及び卒業後の指導体

制は整備していない。 

資格取得によるメリットをど

のようにして学生に周知し、そ

れによる技能向上や仕事への意

識づけに繋げていくかが課題で

ある。 

資格取得による技能向上や仕

事への意識づけにつなげる方策

を検討、実行する。 

 

各種試験の合格実績 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

取得目標としている資格、免許の内容や取得の意義は明確にしており、対策講座も開設している。

資格取得によるメリットをどのようにして学生に周知し、それによる技能向上や仕事への意識づけ

に繋げていくかが課題である。 

検定や資格試験への受験を奨励するため、学校があらかじめ指定した検定や試験に合格、あるい

は一定の点数を取得した学生に対して、カリキュラム上、一つの科目として時間数を認定する制度

を設けている。 
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3-12 教員・教員組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-12-1 資格・要件を備

えた教員を確保してい

るか 

□授業科目を担当するため、教員に

求める能力・資質等を明確にしてい

るか 

□授業科目を担当するため、教員に

求める必要な資格等を明示し、確認

しているか 

□教員の知識・技術・技能レベルは、

関連業界等のレベルに適合してい

るか 

□教員採用等人材確保において、関

連業界等と連携しているか 

□教員の採用計画・配置計画を定め

ているか 

□専任・兼任（非常勤）、年齢構成、

男女比など教員構成を明示してい

るか 

□教員の募集、採用手続、昇格措置

等について規程等で明確に定めて

いるか 

□教員一人当たりの授業時数、学生

数等を把握しているか 

 

３ 教員として必要な能力・資質

は、学園の人事評価資料に明確

に定められている。 

科目により求められる技能の

資格については取得するよう伝

えている。 

Avid 社 認 定 の

ProTools101,110 のインストラ

クターや、舞台機構調整技能士

の有資格者など、関連業界での

業務経験のある教員・講師を確

保している。関連業界団体など

から講師の派遣を受けるなどの

連携をとっている。 

募集・採用手続き・昇格措置な

どは、法人本部（人事育成部）が

中心となり明確に定めている。 

教員別時間割表や成績管理シ

ステム、キャンパスプラン（学園

総合情報システム）によって教

職員一人ひとりの授業時数など

は把握できている。 

専門性を高めるカテゴリーが

限定的になりがちで、指導内容

に偏りが生じる。音に関わる仕

事全体について広い知識と技術

力を身に付け、適応力を高める

必要がある。 

専門性の必要な授業時数の偏

りの改善が課題である。 

 

自己研究や研修に参加するな

どして情報を収集し、専門性を

高める。 

業界関連団体との連携によ

り、現場スタッフの派遣などに

よる授業運営を図る。 

授業時数の偏り改善のために

も新規講師採用などによる効率

化を図る。 

 

教職員、講師の経歴書 

研究・業務紀要 

学生ガイド（シラバス

など） 

授業評価結果 

人事評価資料 

時間割表 

成績管理システム 

キャンパスプラン（学

園総合情報システム） 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

3-12-2 教員の資質向上

への取組みを行ってい

るか 

□教員の専門性、教授力を把握・評

価しているか 

□教員の資質向上のための研修計

画を定め、適切に運用しているか 

□関連業界等との連携による教員

の研修・研究に取組んでいるか 

□教員の研究活動・自己啓発への支

援など教員のキャリア開発を支援

しているか 

３ 教員には毎年度、年間目標計画

の提出や上長との面談を通じ

て、自己の資質向上や自己研鑽

にどのように取り組むかを明文

化するように指導している。   

また、関連業界団体などが主催

するセミナーに参加させるな

ど、教員の研究活動や自己啓発

の支援を行っている。 

 

関連業界の専門研修では、技

術の進歩や流行など、最新の情

報を集めるために、積極的に参

加していくよう教員の意識改革

を行う必要がある。教授力を高

めた実績を研究成果として紀要

にまとめることなどを徹底する

必要がある。 

関連業界による研修の案内を

伝え、研究に取り組める場を多

く提示しキャリア開発に取り組

めるよう支援する。また、研修に

よって得た知見を活かしていく

ためにも、研究・業務紀要を提出

させる。 

年間目標計画 

各種イベントの参加資

料 

研究・業務紀要 

 

3-12-3 教員の組織体制

を整備しているか 

□分野毎に必要な教員体制を整備

しているか 

□教員組織における業務分担・責任

体制は、規程等で明確に定めている

か 

□学科毎に授業科目担当教員間で

連携・協力体制を構築しているか 

□授業内容・教育方法の改善に関す

る組織的な取組があるか 

□専任・兼任（非常勤）教員間の

連携・協力体制を構築している

か 

３ 専門分野ごとに必要な教員体

制が適正化されるよう調整して

いる。教員組織による業務分担・

責任体制は会議などで決定し、

規程などで明確に定めている。 

学科ごとに教員・講師を含め

複数で同じ科目を担当し、連携・

協力して授業を行っている。 

授業内容については、カリキ

ュラム会議や主任会議などにお

いて組織的な改善に取り組んで

いる。 

授業内容や教育方法の改善は

教員個々人の工夫が必要だが、

組織的な取り組みを充実させて

いくことが課題である。 

対面式とオンライン・オンデ

マンド授業を組み合わせたハイ

ブリッド型の授業運営に取り組

んでいるが、内容の質や方法に

ついては継続して検証が必要で

ある。 

学科ごとに、授業内容の確認

と授業方法について半期もしく

は年度末にミーティングを開

き、次年度に向け改善点の洗い

出しを行う。 

 

カリキュラム会議資料 

役割担当表 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教員には毎年度、年間目標計画の提出や上長との面談を通じて、自己の資質向上や自己研鑽にど

のように取り組むかを明文化するよう指導している。専門分野ごとに必要な教員体制は整備されて

おり、教員組織による業務分担・責任体制は会議などで決定し、規程などで明確に定めている。 

研究活動をまとめた研究・業務紀要の提出や、対面式とオンライン・オンデマンド授業を組み合

わせたハイブリッド型の授業運営を取り入れるなどの授業方法の改善を進める。 

教員・講師ともに特殊な専門性が必要なうえ、指導者としての資質も求められるため、安定した確保

が難しい状況である。 

エンターテインメント業界の大きな変化としてデジタル分野の新規事業が台頭している。この分野

に精通した人材育成、または指導者の確保が急務である。 

2022年度に実施した「業務取り組みシート」では、個々の業務の取り組み方を把握し、そこから見え

てきた課題に対して改善に向けた取り組みを行った。 

 



２５ 

基準４ 学修成果 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【就職率】 

就職講座を開講し、数値目標を設定して就職担当者を中心に学生

の就職活動を支援している。就職率などのデータについてはパーソ

ナルデータシステム、キャンパスプラン（学園総合情報システム）

を活用し、また東放学園キャリアサポートセンター、International 

Centerとも連携して適切に管理している。 

就職率向上に向けて学生への指導方法を工夫していくことが課

題である。 

 

 

 

【資格・免許の取得率】 

資格について、取得の意識付けが効果として数字に表れていな

い。将来の仕事と資格の結びつきの周知方法の改善が必要である。

指導方法を見直し、意識が向上した結果が数字に表れるよう改善策

を打ち出す必要がある。 

 

 

【卒業生の社会的評価】 

企業への卒業生在職調査をはじめ、業界での活躍などを知るため

にも、教職員が、卒業生が在籍している企業を訪問するなどして、

業界の動向について把握するよう努めている。 

 

 

【就職率】 

クラスアドバイザーと就職担当者、東放学園キャリアサポートセ

ンターがさらに連携し、個々の学生に対してより一層、丁寧に対応

していく。 

 既存の業種に固執せず、近年、成長したエンターテインメント分

野にも注目し、それぞれの業種の魅力を教員が理解し学生に伝えて

いく。 

東放学園キャリアサポートセンターを中心に、求人を得るため企

業との接触の機会を増やし、学生に最新の情報提供を行っていく。 

 

【資格・免許の取得率】 

取得率改善に向けたこれまでの取り組みと周知方法を大きく見

直し、高い取得率を示せるよう指導改善を行う。毎年度、全国平均

を上回る数値を出せるようにする。 

 

 

 

【卒業生の社会的評価】 

関連業界団体主催のコンテストなどの結果や授賞式などへ参加

して卒業生の動向や活躍を把握し、情報を取得する。 

 

 

卒業生からの求人も多く、関連業界との繋がりを密に取ってい

る。 

 

検定や資格試験への受験を奨励するため、学校があらかじめ指

定した検定や試験に合格、あるいは一定の点数を取得した学生に

対して、カリキュラム上、一つの科目として時間数を認定する制

度がある。 

 

東放学園キャリアサポートセンターの卒業生支援室が関連企

業へ卒業生在職調査を実施し、集約された情報は各校と共有して

いる。 
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4-13 就職率 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

4-13-1 就職率の向上が

図られているか 

□就職率に関する目標設定はある

か 

□学生の就職活動を把握している

か 

□専門分野と関連する業界等への

就職状況を把握しているか 

□関連する企業等と共催で「就職

セミナー」を行うなど、就職に関

し関連業界等と連携しているか 

□就職率等のデータについて適切

に管理しているか 

３ 数値目標を設定して就職担

当者を中心に学生の就職活動

を支援している。 

学生からの就職関連書類の

提出や月末就職活動進捗状況

報告書、個別相談により就職活

動状況を把握している。 

東放学園キャリアサポート

セ ン タ ー 、 International 

Centerなどを通じて、常に情報

収集を行っている。 

毎年度、模擬面接を含めた就

職セミナーや、関連企業による

説明会を学内で実施している。 

就職率などのデータについ

ては東放学園コミュニティー

サイト、キャンパスプラン（学

園総合情報システム）を活用

し、また東放学園キャリアサポ

ートセンター、International 

Center とも連携して適切に管

理している。 

 既存の業種に固執せず、近

年、成長したエンターテインメ

ント分野にも注目し、それぞれ

の業種の魅力を教職員が把握

し、学生に伝えていく必要があ

る。 

 東放学園キャリアサポート

センターを中心に企業との接

触の機会を増やし、学生に最新

の情報提供を行っていかなけ

ればならない。 

 東放学園キャリアサポート

セ ン タ ー、 International 

Center と共に様々な企業との

接触機会を増やし、情報収集に

努める。 

 中途求人でも新卒を採用す

るケースもあるため、中途求人

への応募も奨励していく。 

また、今まで以上に企業との

接点を増やし、学生に多くの情

報を届けていく。 

会社説明会・会社訪問・入社試

験報告書 

内定報告書 

月末就職活動進捗状況報告書 
学内企業説明会案内 

パーソナルデータシステム 

キャンパスプラン（学園総合情

報システム） 

未来ノート（就職講座用テキス

ト）および教員マニュアル 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職講座を開講し、数値目標を設定して就職担当者を中心に学生の就職活動を支援している。 

また、面接練習を含めた就職セミナーや企業説明会を毎年度開催している。 

既存の業種に固執せず、近年、成長したエンターテインメント分野にも注目し、それぞれの業種の

魅力を教職員が把握し、学生に伝えていく必要がある。 

東放学園キャリアサポートセンターを中心に企業との接触の機会を増やし、学生に最新の情報提供

を行っていく。 

卒業生からの求人も多く、関連業界との繋がりを密に取っている。 
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4-14 資格・免許の取得率 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

4-14-1 資格・免許の取

得率の向上が図られて

いるか 

□資格・免許取得率に関する 

目標設定はあるか 

□特別講座、セミナーの開講等授

業を補完する学習支援の取組はあ

るか 

□合格実績、合格率、全国水準と

の比較など行っているか 

□指導方法と合格実績との関連性

を確認し、指導方法の改善を行っ

ているか 

３ 資格について、取得率に対す

る具体的な目標数値は定めて

いないが、全国水準との比較を

行い、毎年度、授業内容や指導

方法の改善を行っている。 

資格取得によるメリットを

どのようにして周知し、資格取

得による技能向上や仕事への

意識づけに繋げていくかが課

題である。 

また、結果として資格取得率

が良好とは言えないため、学生

の意欲を高めるべく、指導方法

のより効果的な改善が必要で

ある。 

 

学生に対して、各資格の内容

と資格取得のメリットについ

て説明し、全国平均を上回る目

標設定を示し意欲向上に繋げ

る。同時に、指導方法の改善を

行う。 

学生ガイド（シラバスなど） 

 
学校法人東放学園 SCHOOL GUIDE 

（学校案内書） 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格について、取得率に対する具体的な目標数値は定めていないが、全国水準との比較を行い、

毎年度、授業内容や指導方法の改善を行っている。しかし、結果として取得率が良好とは言えない

ため、目標数値を設定し、指導方法のさらなる改善が必要である。 

学生に対して、各資格の内容と資格取得のメリットについて説明し、全国平均を上回る目標設定

を示し意欲向上に繋げる。同時に、指導方法の改善を行う。 

検定や資格試験への受験を奨励するため、学校があらかじめ指定した検定や試験に合格、あるい

は一定の点数を取得した学生に対して、カリキュラム上、一つの科目として時間数を認定する制度

がある。 
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4-15 卒業生の社会的評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

4-15-1 卒業生の社会的

評価を把握しているか 

□卒業生の就職先の企業・施設・

機関等を訪問するなどして卒後

の実態を調査等で把握している

か 

□卒業生のコンテスト参加にお

ける受賞状況、研究業績等を把握

しているか 

３ 東放学園キャリアサポート

センターが就職先の企業に対

して本校卒業生の在職調査を

行っている。また、教職員が企

業訪問を行い、関連業界の動向

について把握するよう努めて

いる。 

関連業界で行われている表

彰式では、受賞者が卒業生かど

うか常に調査している。 

 

卒業生の在職状況において

は、本人と企業からの申告に

よるため、状況把握が難しい

面もある。 

卒業生が在籍する企業を教

職員が訪問するなどの活動を

継続し、企業との関係を強化し

ながら、卒業生の状況も把握し

ていく。 

 

TOHO会（同窓会組織） 

TOHO会ホームページ 

Colorful（TOHO会会報誌） 

 

卒業生在職調査 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

東放学園キャリアサポートセンターによる企業への卒業生在職調査をはじめ、関連業界での活躍

などを知るためにも、卒業生が在籍している企業へを訪問するなどして、業界の動向について把握

するよう努めている。 

 

特になし。 
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基準５ 学生支援 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【就職等進路】 

就職担当者、クラスアドバイザー、東放学園キャリアサポートセン

ター、International Centerが一体となり就職率向上に努めている。 

就職活動に必要な知識や情報は授業や Google Classroom などで学

生へ提供している。 

 

【中途退学者】 

中途退学者の低減に向けて、クラスアドバイザーが丁寧に対応し、

経緯や事情を聞き取っている。また、本人のみならず保護者への対応

も欠かさず行っている。 

 

【学生相談】 

週１回、学生相談室を開設し、臨床心理士によるカウンセリングを

実施している。希望者は対面だけではなく、オンラインによるカウン

セリングを受けられる環境を整えている。 

 

【留学生相談】 

留学生担当者が常駐し、留学生ホームルームの実施や個人面談、進

路相談、出入国管理局対応などを行っている。 

 

【学生生活】 

経済的支援においては、事案毎の奨学金拡充をすることで学生の選

択肢を拡げることが必要である。 

 

【保護者との連携】 

学年別の保護者会の開催や、東放学園音響専門学校公式Instagram、

X（旧Twitter）を開設し、学校の教育活動に関する情報提供を適切に

行っている。 

 

【卒業生・社会人】 

転職支援などの卒業生支援は、東放学園キャリアサポートセンター、

International Centerと連携し行っている。 

 

【就職等進路】 

就職担当者、クラスアドバイザー、東放学園キャリアサポートセン

ター、International Centerと連携をより強化し、タイムリーに学生

に情報を提供していく。 

 

 

【中途退学者】 

原因が授業の難易度や指導法、成績評価の方法にある場合は見直し

を行う。また近年はメンタル不調と性格特性の多様化に起因する退学

者も増加傾向にあるため、時代の変化を捉えつつ改善を行う。 

 

【学生相談】 

 カウンセリングの利用状況によっては、実施曜日や時間帯を工夫し、

希望者の要望に応えられるようにしていく。 

 

 

【留学生相談】                  

留学生の相談体制を強化し、同時に留学生向けの国内外の就職先の

開拓を積極的に行い、就職に結び付けられるようにする。 

 

【学生生活】 

奨学金拡充を検討していく。 

 

【保護者との連携】 

新たに導入したキャンパスプラン（学園総合情報システム）の機能

にある「アンシンサイト」へのユーザー登録を、2021年度より保護者

に勧めており、この機能を活用し、成績などの情報を速やかに提供す

ることが可能となった。これを継続して運用していく。 

 

【就職等進路】 

職業教育と合わせて1年次からキャリア教育を導入し、学内

企業説明会や個別相談、面接対策など、2年間を通して内定、

就職までの徹底したサポートを行っている。 

就職先に対する学生の志向が多様化しているため、これに対

応すべく東放学園キャリアサポートセンター、International 

Centerが中心となって分野を広げ、求人の開拓に努めている。 

一人ひとりに対して、より時間をかけて内定、就職への後押

しをする「就活Week」を実施し特別指導を行った。 

 

【留学生相談】 

 法務省より、留学生の在籍管理が適切に行われている「適正

校（クラスⅠ）」として認定されている。また留学生の内定先

企業に対しては、「外国人留学生ご採用検討中のみなさまへ 

ご採用の事務手続きポイントのご案内」を作成し、

International Center スタッフが手厚くフォローしており、

企業からの信頼を得ている。 

「専修学校の専門課程における外国人留学生キャリア形成

促進プログラムの認定に関する規程（令和5年文部科学省告示

第53号）が2023年6月21日に公布、施行された。それに伴

い就職指導方法の見直しが必要である。 

 

【学生生活】 

教職員は、AEDの使用方法に関してレクチャーを受け、緊急

時の対応に備えている。 
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5-16 （1/2） 

5-16 就職等進路 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-16-1 就職等進路に関

する支援組織体制を整

備しているか 

□就職など進路支援のための組織

体制を整備しているか 

□担任教員と就職部門の連携など

学内における連携体制を整備して

いるか 

□学生の就職活動の状況を学内で

共有しているか 

□関連する業界等と就職に関する

連携体制を構築しているか 

□就職説明会等を開催しているか 

□履歴書の書き方、面接の受け方

など具体的な就職指導に関するセ

ミナー・講座を開講しているか 

□就職に関する個別の相談に適切

に応じているか 

３ クラスアドバイザー、就職担

当者、東放学園キャリアサポー

トセンター、International 

Center が共同してサポートす

る体制を整えている。 

また、求人情報はキャンパス

プラン（学園総合情報システ

ム）を使用して、学内・学外問

わず閲覧できるようになって

いる。 

 パーソナルデータシステム

やキャンパスプラン（学園総合

情報システム）、月末就職活動

進捗状況報告書を活用して、学

生の動向や就職活動履歴など

の情報共有が可能である。 

会社訪問や入社試験に行っ

た際には報告書を提出させて

おり、それをパーソナルデータ

システム、キャンパスプラン

（学園総合情報システム）で教

職員が情報共有できるように

なっている。 

各種業界団体とも交流を深

め、情報交換をするとともに企

業説明会を定期的、積極的に開

催している。 

 履歴書の書き方や、面接の

受け方などは就職講座の授業

及び個別相談等で指導してい

る。就職に関する個別の相談

は、対面、メール、電話、オ

ンライン面談など様々な形態

で対応している。 

 

就職支援は、クラスアドバイ

ザー、就職担当者、東放学園キ

ャリアサポートセンター、 

International Center が共同

してサポート体制を整えてい

るが、さらなる連携強化が必要

である。 

就職活動を行う上で必要な

知識や情報は、授業だけでなく

Google Classroom やキャンパ

スプラン（学園総合情報システ

ム）を活用して必要に応じて学

生へ共有しているが、今後も状

況に応じて整備していかなけ

ればならない。 

 

求人開拓は東放学園キャリ

アサポートセンターが主業務

であるが、就職担当者、クラ

スアドバイザー、

International Centerとも協

議をするなどして連携を強化

し、タイムリーに学生に情報

を提供していく。 

  

学生ガイド（シラバスなど） 

時間割 

会社説明会･会社訪問･入社

試験報告書 

月末就職活動進捗状況報告

書 
パーソナルデータシステム 

キャンパスプラン（学園総合

情報システム） 

参加企業一覧 

就職セミナー実施概要 

進路ガイダンス実施概要 

就職講座の授業資料 

未来ノート（就職講座用テキ

スト）および教員マニュアル 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生に専門的知識を身につけさせ、就職担当者、クラスアドバイザー、東放学園キャリアサポート

センター、International Centerが共同して就職率の向上に努めている。 

就職活動に必要な知識や情報は授業やGoogle Classroom、キャンパスプラン（学園総合情報シス

テム）で学生へ提供している。就職に関する個別の相談は、対面、メール、電話、オンライン面談な

ど様々な形態で対応している。 

職業教育と合わせて 1 年次からキャリア教育を導入し、学内企業説明会や個別相談、面接対策な

ど、2年間を通して内定、就職までの徹底したサポートを行っている。 

就職先に対する学生の志向が多様化しているため、これに対応すべく東放学園キャリアサポート

センター、International Centerが中心となって分野を広げ、求人の開拓に努めている。 
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5-17 中途退学への対応 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-17-1 退学率の低減が

図られているか 

□中途退学の要因、傾向、各学年

における退学者数等を把握して

いるか 

□指導経過記録を適切に保存し

ているか 

□中途退学の低減に向けた学内

における連携体制はあるか 

□退学に結びつきやすい、心理

面、学習面での特別指導体制

はあるか 

３ 学期ごとの学生面談とクラス

アドバイザーを中心にした出席

状況の確認を行っている。 

学生との面談内容はパーソナ

ルデータシステムやキャンパス

プラン（学園総合情報システム）

に記録し、教職員は随時閲覧で

きる環境にある。退学者数につ

いては常に把握し退学率も算出

している。 

欠席が続いた場合は、学生や保

護者と連絡を取り、必要に応じて

面談を実施している。また、教職

員会議などで情報共有を図って

いる。 

保護者もキャンパスプラン（学

園総合情報システム）の機能にあ

る保護者向けサイト「アンシンサ

イト」で出席状況を確認できるた

め以前に比べ、情報共有が図れる

ようになった。 

また、新たな取り組みとして異

動者へクラスアドバイザー以外

の教職員による聞き取りも行っ

ている。 

心理面では週１回、臨床心理士

による学生相談室を開設し、対

面、またはオンラインで相談でき

る体制を整えている。また学習面

では補講や個別指導、再試験など

の補習体制を整えることでモチ

ベーションの維持にも取り組ん

でいる。 

 

 

欠席など学生の生活態度の

変化を早期に把握し、個別に対

応する必要がある。また、学生

の個々の特性を見極めた上で

対処することが望まれる。 

 

中途退学の要因を明らか

にして、問題があれば直ちに

具体的対策を講じる。 

退学の原因が授業の難易

度や指導方法にある場合は

カリキュラムの見直しや検

討を行う。 

また近年はメンタル不調

と性格特性の多様化に起因

する退学者も増加傾向にあ

るため、時代の変化を捉えつ

つ改善を行う。 

退学願 

学生ガイド（シラバスなど） 

学籍情報管理システム 

パーソナルデータシステム 

キャンパスプラン（学園総合情

報システム） 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

中途退学者の低減に向けて、クラスアドバイザーが個別に対応し、経緯や事情を聞き取っている。ま

た、本人のみならず保護者の対応も欠かさず行っている。今後は、学校起因も含めあらゆる観点から分

析、改善する姿勢が必要である。新たな取り組みとして異動者へクラスアドバイザー以外の教職員によ

る聞き取りも行っている。また近年はメンタル不調と性格特性の多様化に起因する退学者も増加傾向に

あるため、時代の変化を捉えつつ改善を行う。 

 2023年度後期より、クラスアドバイザーのみならず、学務管理部部部長による学生面談を実施し、

中途退学者の低減に向けて取り組んでいる。 
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5-18 学生相談 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-18-1 学生相談に関す

る体制を整備している

か 

□専任カウンセラーの配置等相談

に関する組織体制を整備している

か 

□相談室の設置など相談に関する

環境整備を行っているか 

□学生に対して、相談室の利用に

関する案内を行っているか 

□相談記録を適切に保存している

か 

□関連医療機関等との連携はある

か 

□卒業生からの相談について、適

切に対応しているか 

３ 臨床心理士による学生相談

室を開設している。希望者は専

用サイトから申し込めるため

プライバシーにも配慮されて

いる。また、2022年度よりオン

ラインと対面の選択制を導入

した。また、時間も1時間から

30 分にするなど気軽に利用で

きるように体制を整えた。ま

た、学生相談室は日頃から教職

員が使用できるため面談など

を行う場としても活用されて

いる。 

案内はGoogle Classroomや

学生ガイド、校内掲示、オリエ

ンテーション時に行っている。 

教職員と学生との面談内容

はパーソナルデータシステム

に記録し、他の教職員も随時閲

覧できる環境にある。 

近隣の医療機関と校医契約

を締結している。また、少量の

市販薬などは常備している。 

卒業生支援室を中心に、卒業

後も相談しやすい環境を整備

している。 

臨床心理士による相談は週1

日で 3 時間という限られた時

間での対応となり、特定の時間

に面談希望者が集中してしま

うことがある。 

利用状況によっては、実施曜

日や時間帯を工夫し、希望者の

要望に応えられるようにして

いく。 

学生ガイド（シラバスなど） 

外部カウンセラー紹介資料 

（学生ガイド、校内掲示） 

学生相談室案内掲示 

パーソナルデータシステム 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-18-2 留学生に対する

相談体制を整備してい

るか 

□留学生の相談等に対応する担当

の教職員を配置しているか 

□留学生に対して在籍管理等生活

指導を適切に行っているか 

□留学生に対し、就職・進学等卒

業後の進路に関する指導・支援を

適切に行っているか 

□留学生に関する指導記録を適切

に保存しているか 

３ 留学生担当者が常駐し、留学

生ホームルームの実施や個人

面談、進路相談、出入国管理局

対応などを行っている。 

出席状況確認は随時、クラス

アドバイザー、留学生担当者が

行っている。欠席が続いている

学生に関しては自宅訪問など

も行う。また、資格外活動での

アルバイト先も常に把握して

おり、雇用主の署名または押印

のある書類を提出させている。 

International Center が留

学生向け企業説明会の開催、業

界求人案内、就労ビザへの変更

手続きの指導などを行ってい

る。 

指導記録は、パーソナルデータ

システムやキャンパスプラン

（学園総合情報システム）に記

録し教職員は随時閲覧できる

環境にある。また、就職、進学

先、帰国者には帰国確認まで行

っており全て把握している。 

 

留学生担当者のみならず、教

職員の誰もがサポートできる

ようにすることが望ましい。 

欠席が多い学生が稀にいる。 

就職を希望していても、年齢

や日本語能力など、様々な理由

によって難しい場合もある。 

 

留学生担当者以外の教職員

にも留学生相談に必要な知識

を習得させる。 

また、日本のみならず、留学

生の母国でのエンターテイン

メント企業についての情報収

集を行い、求人開拓から内定ま

でを強化していく。 

 

役割分担表 

組織図 

学生ガイド（シラバスなど） 

パーソナルデータシステム 

キャンパスプラン（学園総合情

報システム） 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

クラスアドバイザーをはじめとした教職員が対応している。また、臨床心理士による学生相談室

を開設するなど、より相談しやすい環境を整えている。 

留学生担当者が常駐し、留学生ホームルームの実施や個人面談、進路相談、出入国管理局対応など

を行っている。留学生向けの就職先の開拓を積極的に行う。 

 

学生相談は、プライバシー保護のため専用の相談室などを利用して対応している。 

留学生に対して日本語講座や就職支援の対策講座を開講している。 

留学生が内定した企業に対しては、会社ならびに留学生本人が、ビザについて、どのような手続き

が必要となるかをInternational Centerのスタッフがフォローしており、企業からの信頼を得てい

る。 

「専修学校の専門課程における外国人留学生キャリア形成促進プログラムの認定に関する規程（令

和5年文部科学省告示第53号）が2023年6月21日に公布、施行された。それに伴い就職指導方法

の見直しが必要である。 

 

 



３６ 

5-19 （1/3） 

5-19 学生生活 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-19-1 学生の経済的側

面に対する支援体制を

整備しているか 

□学校独自の奨学金制度を整備し

ているか 

□大規模災害発生時及び家計急変

時等に対応する支援制度を整

備しているか 

□学費の減免、分割納付制度を整

備しているか 

□公的支援制度も含めた経済的支

援制度に関する相談に適切に

対応しているか 

□全ての経済的支援制度の利用に

ついて学生・保護者に十分情

報提供しているか 

□全ての経済的支援制度の利用に

ついて実績を把握しているか 

３ 入学時ならびに入学後に利

用できる奨学金が整備されて

いる。 

2年次後期授業料相当額を免

除する東放学園奨学金制度を

設けている。 

1年次後期以降の学費につい

ては、支払困難者において事前

相談を受け、特例措置として分

割納付を認めているが減免は

行っていない。 

国の教育ローン、日本学生支

援機構の奨学金などについて

は募集要項へ記載するなどし

て周知している。 

「東放学園奨学金」は予算の

関係で、利用できる学生数が限

られているため、全ての経済的

困窮者が受給できる訳ではな

い。 

 

奨学金の枠を広げることが

最善だが、原資の問題もあり検

討が必要である。 

 

東放学園奨学金規程 

特別育英奨学金制度規程 

特待生チャレンジ資料 

学費延期納入願 

日本学生支援機構奨学金 

東京都育英資金、国の教育ロー

ン、地方自治体が運営する奨学

金などの各案内書 

募集要項 

5-19-2 学生の健康管理

を行う体制を整備して

いるか 

□学校保健計画を定めているか 

□学校医を選任しているか 

４ 学校保健計画は定めていな

いが、学校感染症などへの対応

については学生ガイド（シラバ

ス）に記載して、学生の健康管

理を行う体制を整備している。 

近隣の医療機関と校医契約

を締結している。 

特になし。 特になし。 健康診断書 

校医契約書 

学生ガイド（シラバスなど） 



３７ 

5-19 （2/3） 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-19-2 続き □保健室を整備し専門職員を配置

しているか 

□定期健康診断を実施して記録を

保存しているか 

□有所見者の再健診について適切

に対応しているか 

□健康に関する啓発及び教育を行

っているか 

□心身の健康相談に対応する専門

職員を配置しているか 

□近隣の医療機関との連携はある

か 

 保健室は設置しているが、専

門職員は配置していない。 

入学時、進級時に健康診断を

実施し、文書及びパーソナルデ

ータシステムやキャンパスプ

ラン（学園総合情報システム）

に保存している。 

また、診断結果に基づき再検

査の案内を行っている。 

週１回、臨床心理士による学

生相談室を開設し、学生はカウ

ンセリングを受けることがで

きる。 

近隣の医療機関と校医契約

を締結している。 

 

  健康診断書 

パーソナルデータシステム 

キャンパスプラン（学園総合情

報システム） 

外部カウンセラー紹介資料 

（学生ガイド、校内掲示） 

学生相談室案内掲示 

校医契約書 

 

5-19-3 学生寮の設置な

ど生活環境支援体制を

整備しているか 

□遠隔地から就学する学生のため

の寮を整備しているか 

□学生寮の管理体制、委託業務、

生活指導体制等は明確になってい

るか 

□学生寮の数、利用人員、充足状

況は、明確になっているか 

４ 業者に委託した学生寮を紹

介しており、アパートなどは信

頼できる不動産業者を紹介し

ている。 

様々な面において信頼でき

る寮長が常駐し万全を期して

いる。 

担当部署において状況把握

している。 

特になし。 

 

特になし。 

 

学生寮アパート・マンションの

ご案内 

東放学園ホームページ 



３８ 

5-19 （3/3） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-19-4 課外活動に対す

る支援体制を整備して

いるか 

□クラブ活動等の団体の活動状況

を把握しているか 

□大会への引率、補助金の交付等

具体的な支援を行っているか 

□大会成績など実績を把握してい

るか 

３ クラブ、同好会からは毎年

度、必要書類を提出させ、活動

状況や構成員などを把握して

いる。 

 

クラブ、同好会が減少し、活

発ではない。 

 

教職員がきっかけ作りをす

ることによってクラブ活動を

活性化することも奨励してい

く。 

学生ガイド（シラバスなど） 

クラブ活動規定 

部・クラブ予算書兼補助金 

申請書 

東放学園ホームページ 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校独自の奨学金や公的支援制度については募集要項や学生ガイドへ記載し、Google Classroom で

の告知、説明会を実施するなどして情報提供に努めている。突発的な事情で家計が急変し、経済的に

厳しくなる学生に対しては日本学生支援機構の給付・貸与奨学金の他に東放学園奨学金制度を活用し

て支援しているが、予算の関係上、全ての学生を支援するのは困難である。 

校医と連携し支障なく学校生活を過ごせる体制になっている。 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点からも、発熱や体調不良の学生に対しては、医療機関を受

診するよう指導している。 

住居サポートは支障なく行われている。 

 教職員は、AEDの使用方法に関してレクチャーを受け、緊急時の対応に備えている。 
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5-20 （1/1） 

5-20 保護者との連携 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-20-1 保護者との

連携体制を構築し

ているか 

□保護者会の開催等、学校の教育活

動に関する情報提供を適切に行って

いるか 

□個人面談等の機会を保護者に提供

し、面談記録を適切に保存している

か 

□学力不足、心理面等の問題解決に

あたって、保護者と適切に連携して

いるか 

□緊急時の連絡体制を確保している

か 

３ 保護者会を学年別に対面と

オンラインのハイブリッドで

開催している。 

また、キャンパスプラン（学

園総合情報システム）の機能

にある保護者向けサイト「ア

ンシンサイト」で、保護者が学

生の成績を閲覧できるように

している（10月、3月）。 

普段の学校生活などは、東

放学園音響専門学校公式

Instagram・X（旧Twitter）で

発信を行っている。 

希望があれば保護者面談を

実施しており、詳細な情報に

ついては、パーソナルデータ

システムなどを活用すること

で、教職員間で情報を共有し

ている。 

学力不足や心理面などの問

題解決にあたっては、保護者

に密に連絡を取り、対応して

いる。 

 

「アンシンサイト」のユーザ

ー登録が6割程度にとどまって

いる。 

引き続き「アンシンサイト」

のユーザー登録を勧めて、緊

急時の伝達手段として活用し

ていく。 

東放学園音響専門学校公式

Instagram 

東放学園音響専門学校公式 X

（旧Twitter） 

保護者会配付物 

アンシンサイトの使い方 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学年別の保護者会の開催だけでなく、社会的ニーズに合わせ東放学園音響専門学校公式Instagram、

X（旧Twitter）を開設し、学校の教育活動に関する情報提供を適切に行っている。学生の詳細な情報に

ついては、パーソナルデータシステムなどを活用することで、教職員間で情報を共有している。 

キャンパスプラン（学園総合情報システム）の機能にある保護者向けサイト「アンシンサイト」で、

保護者が学生の成績を閲覧できるようにしているが、ユーザー登録が6割程度にとどまっているため、

登録を勧めて、緊急時の伝達手段としても活用していく。 

 

特になし。 

 

 



４０ 

5-21 （1/2） 

5-21 卒業生・社会人 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-21-1 卒業生への支援

体制を整備しているか 

□再就職、キャリアアップ等につ

いて卒業後の相談に適切に対応し

ているか 

□卒業後のキャリアアップのため

の講座等を開講しているか 

□卒業後の研究活動に対する支援

を行っているか 

４ 東放学園キャリアサポート

センター内にある卒業生支援

室が中心となって支援を行っ

ており、再就職へのサポート

なども行っている。これに

は、卒業時点で就職が決まっ

ていなかった学生へのフォロ

ーも含まれる。 

卒業後は、学校とは別組織

のTOHO会（同窓会組織）に加

入する。 

 

特になし。 特になし。 TOHO会（同窓会組織）規約 

Colorful（TOHO会会報誌） 

TOHO会ホームページ 

 

5-21-2 産学連携による

卒業後の再教育プログ

ラムの開発・実施に取

組んでいるか 

□関連業界・職能団体等と再教育

プログラムについて共同開発等を

行っているか 

□学会・研究会活動において、関

連業界等と連携・協力を行ってい

るか 

３ 主な業界団体には賛助会員

として加盟し、東放学園キャ

リアサポートセンターと連携

して、現在関連業界で活躍し

ている卒業生や企業を対象に

支援セミナーを開催してい

る。 

固定された再教育のプログ

ラムはなく、企画が上がった時

のみの実施にとどまっている。 

関連企業と連携し、定期的な

実施を計画する。 

 

5-21-3 社会人のニーズ

を踏まえた教育環境を

整備しているか 

□社会人経験者の入学に際し、入

学前の履修に関する取扱いを学則

等に定め、適切に認定しているか 

□社会人学生に配慮し、長期履

修制度等を導入しているか 

□図書室、実習室等の利用にお

いて、社会人学生に対し配慮し

ているか 

 

４  他の専修学校などで履修し

た科目に対する認定について

は学則に定めている。 

但し、社会人経験者でも基本

的に扱いは新規学卒者と同じ

であり、現状では社会人学生を

対象としたカリキュラムの設

置は考えていない。 

社会人学生は若干名在籍し

ている(新聞奨学生及び勤労学

生)。履修においては時間割な

どでの優遇を行っている。 

 

特になし。 特になし。 学則 

学生ガイド（シラバスなど） 



４１ 

5-21 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

5-21-3 続き □社会人学生等に対し、就職等進

路相談において個別相談を実

施しているか 

 

 社会人学生も含めて全学生

に対して個別相談を行ってい

る。 

   

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

卒業生に対する支援は東放学園キャリアサポートセンターやInternational Centerと連携を取り

ながら行っている。また、関連業界などとの連携・協力は引き続き行う。 

 

社会人入学や学び直しができる環境はまだ少ない。 

 



４２ 

基準６ 教育環境 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【施設・設備等】 

教室や各種実習に対応できる機器類などは充実し設置基準など

にも適合している。オンデマンド授業に対応するため、収録専用の

教室を設置している。図書室や各種実習に対応できるスタジオなど

も整備し、有効に活用している。 

学生の休憩・食事のためのスペースとして学生ロビーを確保して

いるが、学生数に対して十分とは言えない。 

学生が個別に自由に「ものづくり」や「表現」などの制作活動を

行うことのできる環境が整っていない。 

 

【学外実習・インターンシップ等】 

学外実習、インターンシップ、海外研修などは学生ガイドにも概

要を掲載し、意義・目的を明示している。実施の際はマニュアルを

作成し、適切に運用している。 

イベント制作会社などと連携したインターンシップを行ってい

る。 

また、インターンシップを推奨するため、東放学園キャリアサポ

ートセンターとも連携し、協力企業を開拓している。 

 

【防災・安全管理】 

防災体制は消防計画に基づき整備されている。各教室には避難経

路を提示し、自衛消防隊を編成し防災訓練を行っている。 

学生および教職員全員に対して、震災対策カードを配布、周知す

ることで、防災に対する個人の意識を高めるよう促している。 

安全管理においては不審者対応として校舎入口に警備員を配置

し、不審者の立ち入りを防いでいる。また校舎内の主要箇所には防

犯カメラを設置し、24時間映像を記録している。 

地震の際に転倒が予想される什器に対して転倒防止措置を施し

ている。 

ハザードマップ上、清水橋校舎は大型台風等による大雨の際に浸

水する危険性が高い地域である為、止水板を購入し被害を最小限に

抑える対策を講じている。 

 

【施設・設備等】 

教育サービスの一環として、学生が自由に活動出来るロビースペ

ースの有効な活用方法を検討していく。 

「ものづくり」や「表現」などの制作活動を中心としたカリキュ

ラムへの移行を検討していくうえで、学生が個々に制作へ取り組む

ことのできる個室の設置を検討する。 

 

 

 

 

【学外実習・インターンシップ等】 

学外実習などについては実施時期の調整や回数を増やすなど、学

生が多く参加できるように工夫する。 

企業研修やインターンシップは、希望する学生が、より参加しや

すいようにするため、実施の時期や回数など関連企業と連携し充実

を図れるよう工夫していく。 

 

 

 

【防災・安全管理】 

防災体制は整備されているが、訓練実施内容や施設内の安全管理

チェックの徹底と、地域で設定されている避難場所までの経路確認

など、想定される災害対策の徹底を引き続き行い、学生への防災指

導も同時に見直す。 

 

 

【施設・設備等】 

外部ホールやスタジオなどといった、卒業後に実際に就労するこ

ととなる現場と同様あるいはそれに近い環境を整えた施設での実

習を取り入れている。 

 

 

 

 

 

 

【学外実習・インターンシップ等】 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、実施を見送っていた海

外研修だが、2022年度は初めて韓国への海外研修を実施した。 

2023年度は、物価高騰や円安などによる旅行費用高騰の影響が大

きく、実施を見送った。 

 

 

 

 

【防災・安全管理】 

東日本大震災以降、東京都の条例にも基づき、学生、教職員が 3

日程度の避難生活を送れるよう備蓄品を備えており、適宜見直して

いる。 

 



４３ 
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6-22 施設・設備等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

6-22-1 教育上の必要性

に十分対応した施設・

設備・教育用具等を整

備しているか 

□施設・設備・機器類等は設置基

準、関係法令に適合し、かつ、充実

しているか 

□図書室、実習室など、学生の学習

支援のための施設を整備している

か 

□図書室の図書は専門分野に応じ

充実しているか 

□学生の休憩・食事のためのスペ

ースを確保しているか 

□施設・設備のバリアフリー化に

取組んでいるか 

□手洗い設備など学校施設内の衛

生管理を徹底しているか 

□卒業生に施設・設備を提供して

いるか 

３ 教室や各種実習に対応できる

機器類などは充実し、設置基準

にも適合している。 

オンデマンド授業に対応する

ため、収録専用の教室を設置し

ている。 

図書室や各種実習に対応でき

るスタジオなどを整備し、有効

に活用している。 

学生の休憩・食事のためのス

ペースとして、学生ロビーを確

保しているが、十分とは言えな

い。 

施設のバリアフリー化につい

ては、可能な範囲で取り組んで

いるが、建物の構造上、対応で

きないところがある。 

毎日 2回、委託業者により清

掃が行われており衛生的な環境

が確保されている。 

また、感染症拡大防止対策の

一環で消毒や除菌するための消

耗品や備品を購入し設置してい

る。 

授業や学校行事、また、在校

生が実習設備を自発的に借りて

自習する時間を確保したうえ

で、卒業生にも施設を提供して

いる。 

 

専門学校として関連業界か

らの意見やアドバイスをもら

い設備環境を把握し、整備す

る必要がある。 

ロビーは学生数に対して十

分なスペースとまでは言えな

いため検討が必要である。 

機材やソフトウェアは定期的

なリニューアルが必要となるた

め、長期計画を立てて予算計上し

ていく。 

物理的な問題もあるが、教育設

備全般の整備は学生サービス向

上のためにも継続的に検討して

いく。 

学生ガイド（シラバスな

ど） 

資産管理台帳 

図書登録データ 

学校施設使用申請書 
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6-22 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

6-22-1 続き □施設・設備等の日常点検、定期点

検、補修等について適切に対応し

ているか 

□施設・設備等の改築・改修・更新

計画を定め、適切に執行している

か 

 

 定期点検は委託業者によって

月1回行っている。 

法人本部が全体的な長期修繕

計画を立案し、その計画に基づ

き大幅な改修を実施している。 

教育環境の整備は、計画性や

有効性などを更に検討する必要

がある。 

 

予算の問題で、随時改修でき

ない場合は、年度ごとに改修計

画を立てて段階的に実施してい

く。 

 

定期点検報告書 

長期修繕計画 

改修計画(年度毎) 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教室や各種実習に対応できる機器類などは充実し、設置基準にも適合している。 

オンデマンド授業に対応するため、収録専用の教室を設置している。 

図書室や各種実習に対応できるスタジオなどを整備し、有効に活用している。 

学生の休憩・食事のためのスペースとして、学生ロビーを確保しているが、十分とは言えない。 

施設および設備の更新は、おおむね順調に行われているが、定期的に見直す必要がある。 

物理的な問題もあるが、教育設備全般の整備は学生サービス向上のためにも継続的に検討してい

く。 

 

特になし。 
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6-23 （1/1） 

6-23 学外実習、インターンシップ等 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

企業研修やインターンシップは実施体制を整備し適正に行われているが、希望する学生

が、より参加しやすいようにするため、実施の時期や回数などを工夫していく。 

また、インターンシップをさらに奨励するため、東放学園キャリアサポートセンターと

もより連携し、協力企業を増やしていく。 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、2020年度よりアメリカ、またはイギリス、フランスへの海外研

修は中止しているが、2022年度、初めて韓国への海外研修を実施した。 

2023年度は、物価高騰や円安などによる旅行費用高騰の影響が大きく、実施を見送った。 

 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

6-23-1 学外実習、イン

ターンシップ、海外研

修等の実施体制を整備

しているか 

□学外実習等について、意義や教

育課程上の位置づけを明確にして

いるか 

□学外実習等について、実施要綱・

マニュアルを整備し、適切に運用

しているか 

□関連業界等との連携による企業

研修等を実施しているか 

□学外実習について、成績評価基

準を明確にしているか 

□学外実習等について実習機関の

指導者との連絡・協議の機会を確

保しているか 

□学外実習等の教育効果について

確認しているか 

□学校行事の運営等に学生を積極

的に参画させているか 

□卒業生・保護者・関連業界等、

また、学生の就職先に行事の案内

をしているか 

３ 学外実習、インターンシッ

プ、海外研修などは学生ガイド

にも概要を掲載し、意義・目的

を明示している。実施の際はマ

ニュアルを作成し、適切に運用

している。 

関連業界企業と連携したイ

ンターンシップを行っている。 

また、インターンシップを推

奨するため、東放学園キャリア

サポートセンターとも連携し、

協力企業を開拓している。 

学外実習については成績評

価基準を設定し、適切に評価し

ている。実習内容などは学校の

担当者と実施機関担当者の協

議により実施している。実習の

効果についても、実施後のレポ

ートなどにより適切に確認し

ている。 

学生は学園祭などの実行委

員、またオープンキャンパスの

学生スタッフなどとして、学校

の行事に積極的に参加してい

る。学校行事の案内は東放学園

ホームページを通じて発信し

ている。 

 

学外実習、インターンシッ

プ、海外研修は任意参加であ

る。希望者の中には経済的に困

難な場合や、スケジュールによ

り受講が難しい場合もある。 

学校行事やイベントが集中

する時期は、学生・教職員とも

に負担が大きい。 

 

学外実習、インターンシッ

プ、海外研修などについては実

施時期の調整や回数を増やす

など、できるだけ希望する学生

が多く参加できるように工夫

していく。 

学校行事やイベントは業務

分担やスケジュールを調整し、

学生、教職員の負担をできるだ

け減らすように改善する。 

 

学生ガイド（シラバスなど） 

海外研修パンフレット 

研修報告書 

インターンシップに関する覚

書（契約書） 

インターンシップ学生成績評

価票 

インターンシップ保険案内書 

Colorful（同窓会会報誌） 

今日も、晴れのち晴れ(公式ブ

ログ) 
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6-24 防災・安全管理 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

6-24-1 防災に対する組

織体制を整備し、適切

に運用しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□学校防災に関する計画、消防計

画や災害発生時における具体的行

動のマニュアルを整備しているか 

□施設・建物・設備の耐震化に対

応しているか 

□防災・消防施設・設備の整備及

び保守点検は法令に基づき行い、

改善が必要な場合は適切に対応し

ているか 

□防災（消防）訓練を定期的に実

施し、記録を保存しているか 

□備品の固定等転倒防止など安全

管理を徹底しているか 

□学生、教職員に防災教育・研修

を行っているか 

 

 

３ 地震・防災対策は消防計画に

基づき自衛消防組織を設置し

有事に備えている。 

地震による転倒が予想され

る什器などには転倒防止措置

を講じている。 

防災設備は管理会社に委託

し定期点検を実施している。 

電気系のショートや地震な

どの二次災害として起こり得

る機材関係のトラブルに関し

て、学生には授業を通じて安全

管理指導を教職員が行ってい

る。また、定期的に消防訓練を

実施、所轄消防署に報告し記録

を保存している。 

学園に災害対策委員会を設

置し対策と検証を行っている。 

教職員には、防災体験や普通

救命講習、上級救命講習などへ

の参加を積極的に促している。 

教職員の防災意識向上をさ

らに高める必要がある。 

防災に対する体制は整備し

ているものの訓練回数が十分

とは言えない。 

学園全体で防災訓練を実施

する必要がある。 

教職員へは、引き続き防災体

験や救命講習への参加を促す。  

また、学園全体で防災訓練を

実施する。 

消防計画書 

管理業務報告書 

震災対策カード 

消防訓練報告書 

学生ガイド(シラバスなど)(地

震マニュアル記載) 

 

 



４７ 

6-24 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

6-24-2 学内における安

全管理体制を整備し、

適切に運用しているか 

 

□学校安全計画を策定している

か 

□学生の生命と学校財産を加害

者から守るための防犯体制を整備

し、適切に運用しているか 

□授業中に発生した事故等に関

する対応マニュアルを作成し適切

に運営しているか 

□薬品等の危険物の管理におい

て、定期的にチェックを行うなど

適切に対応しているか 

□担当教員の明確化など学外実

習等の安全管理体制を整備してい

るか 

３ 危機発生時の初期対応が重

要と考え、まずは上長に第一報

を入れ、情報が入る度に報告を

する。事故が起きた場合、先方

と接触し事実の把握・原因究明

をすることになっている。 

清水橋校舎入口には警備員

を配置し、不審者の侵入を防い

でいる。 

主要箇所に防犯カメラを設

置している。 

薬品及び危険物に関しては

常備していない。 

学外実習は、事前に計画・現

地下見、安全を確認してから実

施するようにしている。 

担当教職員の明確化と安全

管理体制を整備している。 

地震対応マニュアルは備え

ているが、授業中の事故に関し

ては、対応マニュアル、行動指

針など明確なものがない。 

課外活動事故対応マニュア

ルに基づき適切な対処をする

必要があるが、教職員全員が意

識しておく必要がある。 

対応マニュアルなども含め

て年度ごとに安全管理体制を

整え、これを教職員へ周知徹底

する。 

再度、課外活動事故対応マニ

ュアルの教職員への周知徹底

と意識向上を図る。 

危機管理の心得 

学生ガイド（シラバスなど）（地

震マニュアル記載） 

課外活動事故対応マニュアル 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災計画に基づき準備しているが、万全ではない。マニュアルの作成や訓練を通じて教職員の意

識を高めていく必要がある。 

教職員には防災体験や普通救命講習、上級救命講習などへの参加を積極的に促している。 

東日本大震災以降、東京都の条例にも基づき、学生、教職員が 3 日程度の避難生活を送れるよう

備蓄品を備えているが、適宜、見直しが必要である。 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【学生募集活動について】 

本校はエンターテインメント業界で活躍できる人材を育成す

る教育機関として、入学希望者や保護者、高等学校・日本語学校

の教員などに対し、学校・学科の内容紹介だけでなく、学生生活

やエンターテインメント業界の動向、卒業生の活躍など、将来

をイメージできる情報の提供を行っている。また、体験入学や

相談会などの実施により、実際に授業を体験し、直接相談する

ことができる機会を増やしている。今後もニーズに合わせた募

集活動を検討していく。 

近年は説明会、相談会、個別相談、面接などをオンラインで

も実施。対面とオンラインのハイブリッドで効果的な募集活動

を進めている。 
 

 

【入学選考について】 

入学選考基準、方法は、規程などに基づき適切に運用し、見直

しも行っている。また、入学希望者の学修履歴や経験が発揮で

きるように複数の方法を設定し、公平な選考を実施している。 

 

【学納金について】 

学納金は、教育内容と社会情勢を考慮し妥当な水準を維持し

ている。諸経費についても募集要項で明記している。 

 

【学生募集活動について】 

入学希望者や保護者、高等学校・日本語学校の教員など、それぞ

れのニーズに合ったわかりやすい資料作成に努める。また紙媒体か

らインターネット媒体などへの移行を進めるとともに、新たなツー

ルやイベントの検討も進める。 

 

 

 

 今後はこれまで培ったオンラインのノウハウを活かし、対面主体

でオンラインイベントも併用していく。 

 

 

 

 

【入学選考について】 

入学制度や選考基準は、時代に合うように、毎年度検討する。 

 

 

 

【学納金について】 

学納金は教育内容と社会環境を考慮し、毎年度検討する。 

 

入学希望者や保護者、高等学校・日本語学校の教員などは、エ

ンターテインメント業界についての情報が少なく、就職や労働環

境などが大きく改善されているにもかかわらず、厳しい印象を持

たれる傾向もあるため、エンターテインメント業界の特性や職種

の状況を説明している。 
 

日本全国および海外複数国からの入学者がおり、広報・募集活

動は国内のみならずアジア圏でも行っている。また、台湾と韓国

には直轄の事務所を、香港、フランスには連絡所を設け、受入れ

体制を整えている。 

 

東放学園ホームページや SNS などでは、随時最新情報を提供

している。 

 

入学時・2年進級時・卒業時にアンケート調査を行い、本校の

教育成果に対する入学希望者の認識を確認し、より正確な情報の

提供を行えるよう努力している。 

 

本校はエンターテインメント業界の未来を築く人材育成を行

う専門学校であり、職種により、その求められる人材像は多岐に

渡っている。 

 

出願前に相談、見学の機会がなかった出願者には、入学選考担

当者から連絡を入れ、書類では把握できない点も聞き取り、入学

選考に反映させている。 
 

入学金、授業料などの学納金以外に必要な経費なども、募集要

項に掲載している。 
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7-25 学生募集活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

7-25-1 高等学校等接続

する教育機関に対する情

報提供に取組んでいるか 

 

□高等学校等における進学説

明会に参加し教育活動等の情

報提供を行っているか 

□高等学校等の教職員に対す

る入学説明会を実施している

か 

□教員又は保護者向けの「学校

案内」等を作成しているか 

３ 高等学校や日本語学校など

の校内ガイダンスの参加や教

職員への訪問を実施しており、

教育活動や在校生・卒業生の報

告を行っている。 

新施設紹介も含め、教員向け

説明会を実施。 
入学希望者向けの学校案内

書以外に教員向け資料なども

作成し、対象者に合わせた情報

提供を行っている。 

体験入学と同時に保護者説

明会も開催している。 

エンターテインメント業界

の仕組みや卒業後の進路につ

いて、高等学校などの教員や保

護者に情報が届いていない。 

現在使用しているツールを見

直し、新たなツールやイベントの

企画を進める。 

教員向け資料などはエンター

テインメント業界の動向や変化

などに対応した内容とする。 

よりリアルな音楽・音響の現場

情報を提供するため、高校訪問や

ガイダンスなどで、現場経験のあ

る教員も同行できるように検討

する。 

職業理解を目的とした高等学

校教員向け講習会（ライブ PAな

ど）の実施を検討する。 

 

簡易版学校案内（高等学校

教諭向けパンフレット） 

 

7-25-2 学生募集を適切

かつ効果的に行っている

か 

□入学時期に照らし、適切な時

期に願書の受付を開始してい

るか 

□専修学校団体が行う自主規

制に即した募集活動を行って

いるか 

□志願者等からの入学相談に

適切に対応しているか 

 

３ 4月入学に合わせて適切な時

期に願書の受付を開始してい

る。 

募集要項には、入試方法や日

程を明確に記載し、専修学校団

体が行う自主規制に即した募

集活動を行っている。 

来校相談のほか、LINE や電

話、オンラインでの相談にも対

応している。遠方在住の入学希

望者には独自説明会を開催す

るなど、スタッフを各地に派遣

し、対応している。 

 

高校生を中心に社会人、大学

生、留学生と多岐にわたる入学

希望者がおり、それぞれに対応

した効果的かつ効率的な募集

方法を考える必要がある。 

 

授業の様子を動画で紹介する

など、入学希望者のニーズに合っ

たわかりやすい資料作成に努め

るとともに、学校情報を希望者に

届ける効果的な媒体についても

研究を進めていく。 

 

募集要項 

募集要項 

（外国人留学生） 

学校法人東放学園 SCHOOL 

GUIDE（学校案内書） 

業界進路決定者一覧〔抜粋〕 

外国人留学生就職情報 

東放学園ホームページ 

東放学園X（旧Twitter） 

東放学園Facebook 

東放学園LINE 

東放学園Instagram 

東放学園YouTube 

東放学園TikTok 
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項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

7-25-2 続き □学校案内等において、特徴あ

る教育活動、学修成果等につい

て正確に、分かりやすく紹介し

ているか 

□広報活動・学生募集活動に

おいて、情報管理等のチェッ

ク体制を整備しているか 

□体験入学、オープンキャンパ

スなどの実施において、多くの

参加機会の提供や実施内容の

工夫など行っているか 

 具体的なカリキュラムや成

果である卒業後の進路などは

学校案内書や東放学園ホーム

ページやSNSなどを利用し紹介

している。また学生生活やエン

ターテインメント業界の動向、

卒業生の活躍を紹介するなど、

将来をイメージできる情報の

提供を行っている。 

個人情報の取扱いについて

は、プライバシーポリシーに基

づき、情報管理を徹底してい

る。 

体験入学や学校説明会、保護

者説明会、校舎見学、全国各地

で開催する独自の説明会やオ

ンラインでの説明会、相談会を

実施し、「コンサートのつくり

かた」などエンターテインメン

トの仕事を体験できるイベン

トやセミナー、業界で活躍して

いる卒業生や在校生から話を

聞くことができる機会を設け、

学校・学科・業界への理解を深

めてもらっている。なお、音響

技術科ではDolby Atomosを取

り入れ、体験入学を実施してい

る。また、指定寮無料宿泊体験

を実施し、遠方からも参加しや

すくしている。 

  東放学園プライバシーポ

リシー 

 

 



５１ 

7-25 （3/3） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

7-25-2 続き □志望者の状況に応じて多様

な試験・選考方法を取入れてい

るか 

 

 入学希望者の状況に応じて 3

つの入学方法を設定し、募集要

項にも明記している。AO入学エ

ントリー面接や一般入学の面

接を東京および全国各地で実

施し、インターネット出願やオ

ンラインでの面接も実施して

いる。 

海外からの留学生について

も2つの入試方法を設定し、募

集要項にも明記している。また

入学試験は東京に加え、海外の

都市とオンラインでも実施し

ている。 
 

   

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学希望者や保護者、高等学校・日本語学校の教員などに対し、学校・学科の内容紹介だけでなく、

学生生活やエンターテインメント業界の動向、卒業生の活躍など、将来をイメージできる情報の提供

を行っている。また、体験入学や相談会などの実施により、実際に授業を体験し、直接相談すること

ができる機会を増やしている。今後もニーズに合わせた募集活動を検討していく。 

 近年は対面とオンラインのハイブリッドで、効果的な募集活動を進めている。 
 

入学希望者や保護者、高等学校・日本語学校の教員などは、エンターテインメント業界の情報が少

なく、就職や労働環境などが大きく改善されているにもかかわらず、厳しい印象を持たれる傾向もあ

るため、エンターテインメント業界の特性や職種の状況を説明している。 
日本全国および海外複数国からの入学者がおり、広報・募集活動は国内のみならずアジア圏でも行

っている。また、台湾と韓国には直轄の事務所を、香港、フランスには連絡所を設け、受入れ体制を

整えている。 

東放学園ホームページやSNSなどでは、随時最新情報を提供している。 

入学時・2年進級時・卒業時にアンケート調査を行い、本校の教育成果に対する入学希望者の認識

を確認し、より正確な情報の提供を行えるよう努力している。 

 



５２ 

7-26 （1/1） 

7-26 入学選考 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

7-26-1 入学選考基準を

明確化し、適切に運用し

ているか 

□入学選考基準、方法は、規

程等で明確に定めているか 

□入学選考等は、規程等に基

づき適切に運用しているか 

□入学選考の公平性を確保

するための合否判定体制を

整備しているか 

４ 

 

入学選考基準、方法は、「東放

学園入学試験制度規程」「東放

学園 AO 入試制度規程」で定め

ており、その規程などに基づき

適切に運用し、見直しも行って

いる。 

入学選考担当者は「東放学園

入学試験制度規程」を十分に把

握し、選考にあたっている。 

入学希望者の学修履歴や経

験が発揮できるように複数の

方法を設定し、公平な選考を実

施している。 

特になし。 特になし。 東放学園入学試験制度規程 

東放学園AO入試制度規程 

募集要項 

募集要項（外国人留学生） 

 

7-26-2 入学選考に関す

る実績を把握し、授業改

善等に活用しているか 

□学科毎の合格率・辞退率な

どの現況を示すデータを蓄

積し、適切に管理しているか 

□学科毎の入学者の傾向に

ついて把握し、授業方法の検

討など適切に対応している

か 

□学科別応募者数・入学者

数の予測数値を算出してい

るか 

□財務等の計画数値と応募

者数の予測値等との整合性

を図っているか 

３ 学科ごとに入学者の傾向、入

試結果、入学手続状況を把握

し、募集活動の報告書を作成し

ている。 

入学者の傾向は、学科ごとに

見直しを行い、カリキュラムや

授業方法などに活用している。 

出願者数・入学者数の予測値

を算出し、理事会などで検討し

ている。財務などの計画数値と

の整合性を図っている。 

カリキュラムや授業方法の

見直しは行っているが、引き続

き検討する必要がある。 

今後も継続的に学科ごとにカ

リキュラム検討会議を開催し、カ

リキュラム内容や授業方法の見

直しを行う。 

学科戦略表 

        

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考基準、方法は、規定などに基づき適切に運用し、見直しも行っている。また、入学希望者

の学習履歴や経験が発揮できるよう複数の方法を設定し、公平な選考を実施している。 

 

本校はエンターテインメント業界の未来を築く人材育成を行う専門学校であり、職種により、そ

の求められる人材像は多岐に渡っている。 

出願前に相談、見学の機会がなかった出願者には、入学選考担当者から連絡を入れ、書類では把

握できない点も聞き取り、入学選考に反映させている。 
 

 

 



５３ 

7-27 （1/1） 

7-27 学納金 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

7-27-1 経費内容に

対応し、学納金を算定

しているか 

□学納金の算定内容、決定の過

程を明確にしているか 

□学納金の水準を把握してい

るか 

□学納金等徴収する金額はす

べて明示しているか 

４ 学納金は、教育内容に見合った金額を

算定しており、その変更については理

事会において検討、承認を得ている。ま

た社会や経済の動向を確認し、学納金

の見直しを行っている。 

学納金の水準を把握している。 

学納金など徴収する金額は、募集要項

にもその内訳を明記している。 

特になし。 特になし。 募集要項 

募集要項（外国人留学生） 

学校法人東放学園 

学費納入規定 

 

7-27-2 入学辞退者

に対し、授業料等につ

いて、適正な取扱を行

っているか 

□文部科学省通知の趣旨に基

づき、入学辞退者に対する授業

料の返還の取扱いに対して、募

集要項等に明示し、適切に取扱

っているか 

４ 3月31日までに入学辞退を申し出た者

には授業料などの返還に応じる旨を募

集要項に明記し対応している。 

特になし。 特になし。 募集要項 

募集要項（外国人留学生） 

入学手続書類 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学納金は、教育内容と社会情勢を考慮し妥当な水準を維持している。諸経費についても募集要項で

明記している。今後も社会情勢や経済状況に対応する必要が出てくると認識している。 

 

入学金、授業料などの学納金以外に必要な経費なども募集要項に掲載している。 

 

 

 

 



５４ 

基準８ 財 務 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【財務基盤】 

入学者を確保するための計画・戦略に力を入れ、財務基盤の安

定に努める。収入と支出のバランスの維持は今後も基本である

が、存続・発展のための戦略上の短期的な支出超過は許容とする。 

 

【財務数値分析】 

決算書類の数値から、対前年度との比較を中心に分析を行い、

必要に応じ、過去3年間の数値についても分析している。教育研

究経費比率、人件費比率共に数値は適正である。 

 

【予算・収支計画】 

5ヵ年事業計画と、単年度事業計画に基づき、予算・収支計画

を策定している。予算執行は、予算管理担当者が確認している。 

 

【会計監査の実施】 

法令に基づき、監査法人監査及び監事監査を実施している。 

 

【財務情報公開】 

東放学園ホームページ上での公開は、一部資料をわかりやすい

表記に更新して、2019年6月より対応している。 

 

特になし。 

 

特になし。 



５５ 

8-28 （1/2） 

8-28 財務基盤 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

8-28-1 学校及び法人運営

の中長期的な財務基盤は

安定しているか 

□応募者数・入学者数及び定員充

足率の推移を把握しているか 

□収入と支出はバランスがとれて

いるか 

□貸借対照表の翌年度繰越収支差

額がマイナスになっている場合、

それを解消する計画を立てている

か 

□事業活動収支計算書の当年度収

支差額がマイナスとなっている場

合、その原因を正確に把握してい

るか 

□設備投資が過大になっていない

か 

□負債は返還可能の範囲で妥当な

数値となっているか 

 

４ 

 

出願者数・入学者数の把握は

している。定員充足率の推移

は、単年度レベルでの把握とし

ている。 

新入生数・在校生数における

収入額に見合った支出額を策

定し(設備投資額含)、収支バラ

ンスをとることを基本として

いる。短期的な支出超過は、経

営上の戦略的支出によるもの

である。 

貸借対照表の翌年度繰越収

支差額はマイナスである。解消

に向けての計画・検討は、運営

会議・部門長レベルの会議体な

どで行われている。 

事業活動収支計算書の当年

度収支差額はマイナスである

が、原因は把握している。運営

会議、理事会などでも決算書内

容の分析について法人本部長

及び法人副本部長より補足説

明をし了解を得ている。 

機器備品検討会議を行い、各

部門間で精査し決められた予

算内で計画的に設備投資を実

施している。 

負債のうち、借入金はないた

め、財務基盤は安定している。 

 

 

 

 

特になし。 

 

特になし。  

 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

 

 



５６ 

8-28 （2/2） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

8-28-2 学校及び法人運営

に係る主要な財務数値に

関する財務分析を行って

いるか 

□最近３年間の収支状況（事業活

動収支・資金収支）による財務分

析を行っているか 

□最近３年間の財産目録・貸借対

照表の数値による財務分析を行っ

ているか 

 

□最近３年間の設置基準等に定め

る負債関係の割合推移データによ

る償還計画を策定しているか 

□キャッシュフローの状況を示す

データはあるか 

□教育研究費比率、人件費比率の

数値は適切な数値になっているか 

□コスト管理を適切に行っている

か 

 

□収支の状況について自己評価し

ているか 

□改善が必要な場合において、今

後の財務改善計画を策定している

か 

４ 収支状況による財務分析は、

決算書類の数値に基づき法人

本部で行っている。過去3年間

に渡り、分析している。但し、

財産目録による定型的対比は

分析しづらいため、記載内容全

体で比較している。 

負債のうち、借入金・長期未

払金はない。 

キャッシュフローの状況は、

資金繰表を担当者が毎月作成

し、把握している。 

教育研究費比率、人件費比率共

に適正値である。 

コスト管理は費用対効果に

留意して、複数の担当者で予算

作成と執行管理を行っている。 

収支の状況については、自己

評価をしている。直近は支出超

過であるが、原因及び今後の対

処方針などの認識を各関係者

間で共有している。 

現在は、客観的に見ても収支

状況の改善が必要な状況では

ないため、財務改善計画は策定

していない。 

特になし。 特になし。 資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

 

資金繰表  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学者数、在校生数の学費収入に見合った支出予算を維持することが基本であるが、戦略上短期的

な支出超過となる場合もある。教育研究費比率、人件費比率の数値は適切である。 

特になし。 

 

 

 

 



５７ 

8-29 （1/1） 

8-29 予算・収支計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

8-29-1 教育目標との整合

性を図り、単年度予算、中

期計画を策定しているか 

□予算編成に際して、教育目標、

中期計画、事業計画等と整合性を

図っているか 

□予算の編成過程及び決定過程は

明確になっているか 

４ 5ヵ年事業計画書・単年度事

業計画書に基づき、予算・収支

計画を作成している。決定にあ

たっては理事会及び運営会議

時に事前に提示し、確認を行っ

ている。 

 特になし。 特になし。 5ヵ年事業計画書 

事業計画書 

8-29-2 予算及び計画に基

づき、適正に執行管理を

行っているか 

□予算の執行計画を策定している

か 

□予算と決算に大きな乖離を生じ

ていないか 

□予算超過が見込まれる場合、適

切に補正措置を行っているか 

□予算規程、経理規程を整備して

いるか 

□予算執行にあたってチェック体

制を整備するなど誤りのない適切

な会計処理を行っているか 

３ 予算執行計画は、各部門で作

成している予算申請書の内容

に基づき執行する。 

予算と決算に大きな乖離は

生じていない。また、予算超過

になる前に事前に理事会で協

議の上、予備費を活用するなど

の対応をしている。 

経理規程を必要に応じ整備

している。予算については経理

規程内に明記している。 

予算の執行は、必ず所属長の

承認を受けた後に行うことを

徹底している。 

予算執行の際、各部門の経理

処理を正確・適切に行う必要が

ある。 

 

 

 

  

各部門の経理担当者と緊密

に連携し、必要に応じて勉強会

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

予算執行・管理は、予算管理担当者が定期的に確認している。また、適正な勘定科目で執行されるよ

う、各経理担当者と緊密に連携し、必要に応じて勉強会を実施するなど、知識向上にも注力していく

ことが必要である。 

 特になし。 



５８ 

8-30 （1/1） 

8-30 監査 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

8-30-1 私立学校法及び寄

附行為に基づき、適切に

監査を実施しているか 

□私立学校法及び寄附行為に基づ

き、適切に監査を実施しているか 

□監査報告書を作成し理事会等で

報告しているか 

□監事の監査に加えて、監査法人

による外部監査を実施しているか 

□監査時における改善意見につい

て記録し、適切に対応しているか 

４ 

 

各法令などに沿って、監査法

人と学園監事による監査を実

施している。また、監査時の指

摘事項などは記録し、理事長・

法人本部長及び法人副本部長

へ報告している。 

尚、監事と監査法人名が記載

された監査報告書は、決算書な

どに添付し理事会・評議員会で

承認を受けている。 

特になし。 特になし。 決算書(監査報告書) 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令に基づき、監査法人監査・監事監査が行われている。 

指摘事項については記録し、理事長・法人本部長及び法人副本部長へ報告している。 

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５９ 

8-31 （1/1） 

8-31 財務情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

8-31-1 私立学校法に基づ

く財務公開体制を整備

し、適切に運用している

か 

□財務公開規程を整備し、適切に

運用しているか 

□公開が義務づけられている財務

帳票、事業報告書を作成している

か 

□財務公開の実績を記録している

か 

□公開方法についてホームページ

に掲載するなど積極的な公開に取

組んでいるか 

３ 

 

財務公開規程(財務書類等閲

覧規程)を整備し、2016年4月

1日より施行した。 

閲覧公開用としての財務帳

票・事業報告書は作成済であ

る。閲覧が迅速かつ安定的に運

用できるよう目指している。 

東放学園ホームページ上で

の公開は、一部資料をわかりや

すい表記に更新して、2019年6

月より対応している。 

閲覧希望者への対応等が円

滑にいかない場合も予想され

る。 

財務書類等閲覧規程を適切

に運用することを、定期的に学

務管理部長会議内で確認し、対

応手順などを共有していく。 

財務書類等閲覧規程 

財産目録 

資金収支計算書 

事業活動収支計算書 

貸借対照表 

事業報告書 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

東放学園ホームページ上での公開は、一部資料をわかりやすい表記に更新して、2019 年 6 月より

対応している。 

特になし。 

 

 

 

 

 



６０ 

基準９ 法令等の遵守 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【関係法令、設置基準の遵守】 

社会の信頼を得るべく学校運営の適正化を図るために、法令や専

修学校設置基準を遵守する体制を整え、学則変更などの諸届や各種

規程の整備・改定を適宜行っている。 

今後、より踏み込んだ整備を進め、時代の流れに即応した適正な

学校運営を進めていく。 

 

【個人情報保護】 

個人情報の保護に関するセキュリティ基本方針などの規程を定

め、教職員・学生などに対して様々な啓発活動を実施している。ま

た、セキュリティの脅威から情報資産を守るため様々な対策を講じ

ている。 

 

【学校評価】 

  自己評価ならびに学校関係者評価は、学則及び規程を整備し、毎

年度実施している。 

自己評価については、校長、部長が主導しながら、主任にあたっ

ている教職員が中心となって行っており、より全学的な取り組みを

目指している。 

自己評価報告書ならびに学校関係者評価委員会報告書も東放学

園ホームページにて一般に公開している。 

 自己評価ならびに学校関係者評価の結果を受けて、より具体的な

施策に落とし込み、全学的に改善に取り組んでいくことが課題であ

る。 

  

【教育情報の公開】 

学校の概要、教育内容などを東放学園ホームページなどで公開し

ている。また、担当者を設けて学校公式のブログ、Instagram、X（旧

Twitter）を日々更新するなど、保護者や社会一般にも学校の日常

が伝わるように工夫している。 

 

 

 

【関係法令、設置基準の遵守】 

各種規程類の運用管理は、規程等管理規程に則り行われている。 

規程の整備については、未整備の規程や改定の必要な規程がない

かどうかを洗い出す作業を継続的に進めていく。 

 

 

 

【個人情報保護】 

最新のセキュリティ関連情報を収集し、規程が適切に運用されて

いるかどうか定期的な監査を担えるよう、個人情報の保護に関する

専門知識とITスキルを有する教職員で構成された委員会を運営し

ている。 

 

【学校評価】 

自己評価報告書ならびに学校関係者評価委員会報告書を基に更

に学校改善活動に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係法令、設置基準の遵守】 

法令遵守に関する必要事項の検討や対処について、学校運営に関

わるものは、主に学校と法人本部学校事務総括部が連携して行い、

経営に関わるものは、法人本部法人総務部が主導で行っている。 

 

 

 

【個人情報保護】 

個人情報の保護に関する規程は学校事務総括部が管理している。 

 

 

 

 

【学校評価】 

学校法人東放学園 学校評価委員会 

〔統括〕部門長 1名  〔委員〕教職員  9名 

 

東放学園音響専門学校 学校関係者評価委員会 

 〔委員〕学校有識者1名、業界関係者1名、高校教諭1名、卒業

生1名/計4名 

 〔事務局〕校長、教務教育部長、学務管理部長、音響技術科主任

音響芸術科主任、職員（書記）/計6名 

 

 

 

【教育情報の公開】 

東放学園ホームページ 

https://www.tohogakuen.ac.jp/toho/ 
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9-32 （1/1） 

9-32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

9-32-1 法令や専修学校設

置基準等を遵守し、適正

な学校運営を行っている

か 

□関係法令及び設置基準等に基づ

き、学校運営を行うとともに、必

要な諸届等適切に行っているか 

□学校運営に必要な規則・規程等

を整備し、適切に運用しているか 

□セクシュアルハラスメント等ハ

ラスメント防止のための方針を明

確化し、防止のための対応マニュ

アルを策定して適切に運用してい

るか 

□教職員、学生に対し、コンプラ

イアンスに関する相談受付窓口を

設置しているか 

□教職員、学生に対し、法令遵守

に関する研修・教育を行っている

か 

４   関係法令に基づく適正な学

校運営を行うため、学校と法人

本部が連携して、適宜学則変更

の必要な届出を行っている。学

内規程の整備も随時行ってい

る。 

ハラスメント防止について、

その方針や対策を東放学園コ

ミュニティーサイトにて教職

員全体へ周知している。学生に

対しては、学生ガイドに取り組

みを掲載しており、相談窓口も

設けている。また、学生から

様々な意見を受け付ける体制

を整えている。 

法令遵守に関して、教職員に

は職員会議で周知徹底し、学生

に対しては学生ガイドへの掲

載やオリエンテーションにて

法令遵守に基づく学校の規則

やルールとして説明している。 

法人本部において学内規程

の整備を進めており、制度改正

などに伴う規程の見直しは、速

やかに行わなければならない。 

放送マスコミ業界・高校の教

員・学生・在校生・保護者・地

域からの信頼を確保するため

にもスクールコンプライアン

スの確立が必要である。 

 

規程の整備について、法人本

部と関係する部門・部署や会議

体が連携して、新たな規程の制

定、既存規程の改定などの必要

性を洗い出す作業を継続的に

進めていく。 

ハラスメント防止に関する

方針や対策を明確にしたマニ

ュアルなどを整備した上で教

職員へ周知徹底する。 

 

学則等届出資料 

 

規程等管理規程 

 

各種学内規程 

 

ハラスメント関連の 

掲示物 

 

東放学園コミュニティ 

ーサイト（教職員専用） 

 

学生ガイド（シラバスな 

ど） 

 

 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校運営の適正化を図るために、関係法令や専修学校設置基準等を遵守する体制を整えている。それ

に基づき、時代の流れに即応した適正な運営が実施されるように学則変更などの諸届や各種規程の整備・

改定などを適宜行っている。 

今後、制度改正に速やかに対応し、教職員や関係者へ周知徹底を図り適正な学校運営を進めていく。 

法令遵守に関する必要事項の検討や対処について、学校運営に関わるものは、主に学校と法人本

部学校事務総括部が連携して行い、経営に関わるものは、法人本部法人総務部が主導で行ってい

る。 



６２ 

9-33 （1/1） 

9-33 個人情報保護 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

9-33-1 学校が保有する個

人情報保護に関する対策

を実施しているか 

□個人情報保護に関する取扱方

針・規程を定め、適切に運用して

いるか 

□大量の個人データを蓄積した電

磁記録の取扱いに関し、規程を定

め、適切に運用しているか 

□学校が開設したサイトの運用に

あたって、情報漏えい等の防止策

を講じているか 

□学生・教職員に個人情報管理に

関する啓発及び教育を実施してい

るか 

４ 個人情報の取扱いに関する規

程を定め、学園の業務に携わる

者はその遵守に努めている。ま

た、個人情報が漏洩などの事故

に遭遇した場合の善後策を準備

してある。 

電子データは専任の管理者が

規程に則り、保護対策、多重バッ

クアップを実施している。紙媒

体の管理は施錠保管、倉庫保管、

耐火金庫保管で区分けして管理

している。 

東放学園ホームページから個

人情報を取得する際は、SSLでデ

ータを暗号化して保護されたデ

ータベースに蓄積している。 

教職員向け勉強会や校内ポス

ターの掲示、文書などで周知を

行うことで個人情報保護の意識

啓発を実施している。 

 関連する規程類を定期的

に棚卸し、現時点での要不要

を含めて、内容を見直す。 

最新のセキュリティ関連情

報を収集し、規程が適切に運用

されているかどうか定期的な

監査を行う。その結果、規程が

現場の状況に適していなけれ

ば、最新の法律や他の組織の現

状を踏まえて不備や不足を見

直す。 

個人情報に関する様々な事

柄を職員会議や研修会などを

通して教職員に周知・徹底す

る。 

2021 年度、情報セキュリテ

ィポリシーを見直し、私物端末

とクラウドサービス利用に関

するセキュリティ対策を規定

した。 

情報セキュリティ基本方針 

情報セキュリティ対策基準 

 

事故・事件対応マニュアル 

 

情報セキュリティポリシー 

 

ソーシャルメディアガイド

ライン 

 

プライバシーポリシー 

 

教職員研修資料 

 

学内啓発ポスター 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報の保護に関するセキュリティ基本方針などの規程を定め、教職員・学生などに対して様々

な啓発活動を実施している。セキュリティの脅威から情報資産を守るため様々な対策を講じている。 

 

 ITスキルの高い教職員で組織された情報管理・システム委員会が規程の運用状況を定期的に監査

し、改善が必要な場合は速やかに対策を講じている。 

 

 

 

  



６３ 

9-34 （1/2） 

9-34 学校評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

9-34-1 自己評価の実施

体制を整備し、評価を

行っているか 

□実施に関し、学則及び規程等を

整備し実施しているか 

□実施に係る組織体制を整備し、

毎年度定期的に全学で取組んでい

るか 

□評価結果に基づき、学校改善に

取組んでいるか 

３  学則ならびに規程を整備し

て毎年度定期的に実施してい

る。校長、部長主導のもと、よ

り全学的に取り組むため各主

任を中心として自己評価を行

っている。 

 

評価結果に基づく改善点や

具体策が教職員に周知徹底で

きていない場合がある。 

教職員会議をはじめとする

各会議体や教職員面談などで

問題点を説明し、具体的な学校

改善を行っていく。 

学則 

自己点検・評価に関する規程 

自己評価報告書 

9-34-2 自己評価結果を

公表しているか 

□評価結果を報告書に取りまとめ

ているか 

□評価結果をホームページに掲載

するなど広く社会に公表している

か 

４ 毎年度、報告書を作成し、東

放学園コミュニティーサイト

ならびに東放学園ホームペー

ジに全文を掲載している。 

特になし。 特になし。 自己評価報告書 

東放学園コミュニティーサイ

ト（教職員専用） 

東放学園ホームページ 

 

9-34-3 学校関係者評価

の実施体制を整備し評

価を行っているか 

□実施に関し、学則及び規程等を

整備し実施しているか 

□実施に際して組織体制を整備

し、実施しているか 

□設置課程・学科に関連業界等か

ら委員を適切に選任しているか 

□評価結果に基づく学校改善に取

組んでいるか 

３ 学則及び規定を整備し、毎年

度実施している。実施に際して

は校長、部長、学科主任ならび

に書記を置き、組織的に開催し

ている。委員は関連業界などか

ら適切に選任している。 

全てではないが、評価結果に

基づき、改善を行っている。 

評価結果に基づいて、どのよ

うにして具体的な学校改善に

つなげていくか、が課題であ

る。 

評価結果から改善点や見直

し案などを具体的にまとめる

方法を構築し、その内容を全教

職員へ正確に伝えた上で組織

的な改善に取り組んで行く。 

学校関係者評価委員会議事録 

学校関係者評価委員会報告書 

9-34-4 学校関係者評価

結果を公表しているか 

□評価結果を報告書に取りまとめ

ているか 

□評価結果をホームページに掲載

するなど広く社会に公表している

か 

４ 評価結果を報告書に取りま

とめ、東放学園ホームページに

て公表している。 

特になし。 特になし。 学校関係者評価委員会報告書 

東放学園ホームページ 

 

 



６４ 

9-34 （2/2） 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 自己評価ならびに学校関係者評価は、学則及び規程を整備し、毎年度実施している。 

自己評価については、校長、部長が主導しながら、主任にあたっている教職員が中心となって行

っており、より全学的な取り組みを目指している。 

自己評価報告書ならびに学校関係者評価委員会報告書も学園ホームページにて一般に公開してい

る。 

 自己評価ならびに学校関係者評価の結果を受けて、より具体的な施策に落とし込み、全学的に改

善に取り組んでいくことが課題である。 

学校法人東放学園 学校評価委員会 

〔統括〕部門長 1名  〔委員〕教職員  9名 

 

東放学園音響専門学校 学校関係者評価委員会 

 〔委員〕学校有識者1名、業界関係者1名、高校教諭1名、卒業生1名/計4名 

 〔事務局〕校長、教務教育部長、学務管理部長、音響技術科主任、音響芸術科主任、職員（書記）

/計6名 
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9-35 （1/1） 

9-35 教育情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

9-35-1 教育情報に関す

る情報公開を積極的に

行っているか 

□学校の概要、教育内容、教職員

等教育情報を積極的に公開してい

るか 

□学生、保護者、関連業界等広く

社会に公開するための方法で公開

しているか 

４ 学校の概要、教育内容などを

東放学園ホームページなどで

公開している。また、担当者を

設 け て 学 校 ブ ロ グ や

Instagram、X（旧Twitter）を

日々更新するなど、保護者や社

会一般にも学校の日常が伝わ

るように工夫している。 

 

特になし。 特になし。 学校法人東放学園 SCHOOL 

GUIDE(学校案内書) 

東放学園ホームページ 

学生ガイド（シラバスなど） 

今日も、晴れのち晴れ（公式ブ

ログ） 

東放学園音響専門学校

Instagram 

東放学園音響専門学校 X（旧

Twitter） 

TOHO GUIDE（企業向けパンフレ

ット） 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の概要、教育内容などを東放学園ホームページなどで公開している。また、担当者を設けて学

校公式ブログ、Instagram、X（旧Twitter）を日々更新するなど、保護者や社会一般にも学校の日常

が伝わるように工夫している。 
 

特になし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６６ 

基準１０ 社会貢献・地域貢献 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

【社会貢献・地域貢献】 

業界関連団体と高等学校からの依頼によるものが大半である

ため、本校からも発信する積極的な姿勢が必要である。 

行政・地域などとの連携に関する方針、規程は特に設けては

いないが、企業と連携した教育プログラムは、実習やインター

ンシップ制度を活用するなどして行っている。 

 

【国際交流】 

 東放学園ホームページで教育内容を各国の言語で掲載し、

海外の卒業生組織や日本留学フェアなどのイベントブースで学

校を紹介している。留学生を受入れることによって文化交流が

活性化することは認識しており、前向きに検討していきたい。

現在は、韓国や台湾、中国が中心であるが、今後、経済成長が

見込まれ、かつ若年者人口の多い他のアジア地域からの学生も

受入れることが課題である。 

教員研修として海外の学校を視察することがある。 

 

【ボランティア活動】 

音響・音楽といった本校の特色に特化した学生ボランティア

活動を行っているがその実績例は少ない。 

様々なボランティア活動に積極的に関われる環境作りを行っ

ていくことが今後の課題である。計画的に活動の場を増やし、

できる限り多くの学生に参加、実施させる工夫が必要である。 

 

 

【社会貢献・地域貢献】 

教職員の意識を高めるような施策を検討し、社会性や視野を広げ

るための研修を実施する。可能な限り近隣住民にも本校の教育内容

を理解してもらうべく、これまで以上にコミュニケーションの場を

設けていく。 

 

 

【国際交流】 

グローバル人材育成のために、また、多様な留学生に対する意

識を高めるため、教職員間での情報共有や啓発活動を実施する。 

海外の同分野教育機関との交流を深め、短期交換留学などグロー

バルな視野を養える新しい経験の場を持てる制度設計を検討する。 

 

 

 

 

 

【ボランティア活動】 

学生のボランティア精神を涵養するため、様々な活動に積極的に

関われる環境作りを行い、学校主体になるものは積極的に参加を促

していく。 

東京ボランティア・市民活動センターと関係を構築し、様々な活

動について紹介して実施していく。 

 

【社会貢献・地域貢献】 

東京都高等学校軽音楽連盟が主催する「東京都高等学校文化祭

軽音楽部門大会」に大会会場提供と音響・照明技術を本校在校生ス

タッフが行い、協力している。 

 

渋谷区長が推進する甲州街道周辺のまちづくりの一環として開

催している「北渋フェスティバル」に賛同し、渋谷区にある学校と

して音響技術サポートをすべく準備していたが、2023年度は雨天

のため中止となった。 

新宿区立西新宿小学校の校外学習の一環として「音楽制作の仕

事」の見学、講義、実習を実施。生徒、先生、保護者が参加し、年

間で2回の受入れをした。 

 

 

 

 

 

【ボランティア活動】 

ボランティア活動は、主として音響・音楽などの業界団体などに

留まっている。国際交流や地域との連携は今後の課題である。紙ゴ

ミのリサイクルはNPO団体やリサイクル業者と提携している。 
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10-36 社会貢献・地域貢献 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

10-36-1 学校の教育資

源を活用した社会貢献・

地域貢献を行っている

か 

□産・学・行政・地域等との連携に

関する方針・規程等を整備している

か 

□企業や行政と連携した教育プロ

グラムの開発、共同研究の実績はあ

るか 

□国の機関からの委託研究及び雇

用促進事業について積極的に受託

しているか 

□学校施設・設備等を地域・関連業

界等・卒業生等に開放しているか 

□高等学校等が行うキャリア教育

等の授業実施に教員等を派遣する

など積極的に協力・支援しているか 

□学校の実習施設等を活用し高等

学校の職業教育等の授業実施に協

力・支援しているか 

□地域の受講者等を対象とした「生

涯学習講座」を開講しているか 

□環境問題など重要な社会問題の

解決に貢献するための活動を行っ

ているか 

□学生・教職員に対し、重要な社会

問題に対する問題意識の醸成のた

めの教育、研修に取組んでいるか 

３ 行政・地域などとの連携に関

する方針、規程は特に設けては

いないが、企業と連携した教育

プログラムは、実習やインター

ンシップ制度を活用するなどし

て行っている。 

国の機関からの委託研究及び

雇用促進事業については受託し

ていない。 

卒業生や関連業界へスタジオ

や教室などを開放している。 

高等学校内で実施されるキャ

リアガイダンスなどに教職員を

派遣している。また中学生の修

学旅行時のキャリア教育にも協

力している。 

地域の受講者を対象とした講

座は開講していない。 

特定非営利活動法人社会資源

再生協議会の正会員となり、学

校から出される紙材について

は、廃棄ではなくリユースに活

用しており、産業廃棄物の削減

に取り組んでいる。 

社会に目を向けた取組みは教

育上有効で、教員の企業訪問を

奨励している。 

各種業界団体主催の研修やセ

ミナー会場として、また、海外

の高校生への授業開催などで、

施設・設備の開放を行うなどの

社会貢献を積極的に行っている

が、地域貢献では交流が少な

く、十分とは言えない。 

 

学生のボランティア精神を涵

養するため、様々な活動に積極

的に関われる環境作りを行い、

学校主体になるものは積極的に

参加を促していく。 

 

特になし。 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

10-36-2 国際交流に取

組んでいるか  

□海外の教育機関との国際交流の

推進に関する方針を定めているか 

□海外の教育機関と教職員の人事

交流・共同研究等を行っているか 

□海外の教育機関と留学生の受入

れ、派遣、研修の実施など交流を行

っているか 

□留学生の受入れのため、学修成

果、教育目標を明確化し、体系的

な教育課程の編成に取組んでいる

か 

□海外教育機関との人事交流、研

修の実施など、国際水準の教育力

の確保に向け取組んでいるか 

□留学生の受入れを促進するため

に学校が行う教育課程、教育内容・

方法等について国内外に積極的に

情報発信を行っているか 

３ 留学生の受入れはしている

が、海外の教育機関との留学生

相互受入れや提携、共同開発は

行っていない。 

教員研修として海外の学校を

視察することがある。 

東放学園ホームページで教育

内容を各国の言語で掲載し、海

外の卒業生組織や日本留学フェ

アなどのイベントブースで学校

を紹介している。また、オンラ

インなどにより説明会や相談会

を実施し、積極的に情報発信を

行っている。 

韓国と台湾に直轄の事務所を

設置しており、留学生の受入れ

や、在学中の保護者連絡などに

利用している。また、香港、フ

ランスに連絡所を設け、受入れ

体制を整えている。 

毎年度、韓国、台湾でTOHO会

（同窓会組織）による同窓会を

開催している。 

現在は、韓国や台湾、中国が

中心であるが、今後、経済成長

が見込まれ、かつ若年者人口の

多い他のアジア地域からも受入

れることが課題である。 

また、日本のコンテンツはア

ジア圏だけでなくアメリカやヨ

ーロッパ圏でも注目されてい

る。 

今後、多様な国の留学生に対

しても積極的に受入れられる教

育内容の情報発信が課題であ

る。 

 

教職員が、国内の専門分野だ

けではなく、国外にも目を向け

られるように意識改革を行う。 

教職員を海外に派遣するなど

し、知見を広げられる機会を作

る。 

募集要項（外国人留学生） 

TOHO会ホームページ 

東放学園ホームページ 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各種、社会貢献活動を行っているが、地域貢献は少ない。 

東放学園ホームページで教育内容を各国の言語で掲載し、海外の卒業生組織や日本留学フェアなど

のイベントブースで学校を紹介している。現在は、韓国や台湾、中国が中心であるが、今後、経済成

長が見込まれ、かつ若年者人口の多い他のアジア地域からも受入れることが課題である。 

また、日本のコンテンツはアジア圏だけでなくアメリカやヨーロッパ圏でも注目されている。 

今後、多様な国の留学生に対しても積極的に受入れられる教育内容の情報発信が課題である。 

教職員が、国内の専門分野だけではなく、国外にも目を向けられるように意識改革を行う。 

教職員を海外に派遣するなどし、知見を広げられる機会を作る。 

韓国と台湾に直轄の事務所を設置しており、留学生の受入れや、在学中の保護者連絡などに利用し

ている。また、香港、フランスに連絡所を設け、受入れ体制を整えている。 

東京都高等学校軽音楽連盟が主催する「東京都高等学校文化祭軽音楽部門大会」に大会会場提供と

音響・照明技術を本校在校生スタッフが行い、協力している。 

渋谷区長が推進する甲州街道周辺のまちづくりの一環として計画した「北渋フェスティバル」に賛

同し、渋谷区にある学校として音響技術サポートをすべく準備していたが、2023年度は雨天のため中

止となった。 

新宿区立西新宿小学校の校外学習の一環として「音楽制作の仕事」の見学、講義、実習を実施。生

徒、先生、保護者が参加し、年間で2回の受入れをした。 
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10-37 ボランティア活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参照資料 

10-37-1 学生のボラン

ティア活動を奨励し、

具体的な活動支援を行

っているか 

□ボランティア活動など社会活

動について、学校として積極的に

奨励しているか 

□活動の窓口の設置など、組織的

な支援体制を整備しているか 

□ボランティアの活動実績を把

握しているか 

□ボランティアの活動実績を評

価しているか 

□ボランティアの活動結果を学

内で共有しているか 

３ 学外で行われるイベントの

音響スタッフなどに参加して

いる。 

活動する際は、担当教職員が

窓口となり、引率もしている。 

教職員が経由していない活

動については把握していない。 

 ボランティア活動の評価は

していない。 

学校としてボランティア活

動を行う上での教育的な認識

が薄い。 

ボランティア精神を培う取

組みが足りない。 

多くの活動実績がある外部

団体との協力関係のもと、活

動機会を充実させることが必

要である。 

 

ボランティア精神を涵養す

るため、様々な活動に積極的に

関われる環境作りを行い、学校

主体になるものは積極的に参

加を促す。 

東京ボランティア・市民活動

センター（TVAC）の情報を提示

し実行できるよう検討する。 

各種イベント資料 

 

東京ボランティア・市民活動セ

ンター（TVAC） 

https://www.tvac.or.jp/tvac/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学外で行われるイベントの音響スタッフなどに参加している。活動する際は、担当教職員が窓口と

なり、引率もしている。 

ボランティア精神を涵養するため、様々な活動に積極的に関われる環境作りを行い、学校主体にな

るものは積極的に参加を促す。 

東京ボランティア・市民活動センター（TVAC）の情報を提示し実行できるよう検討する。 

 

紙ゴミのリサイクルはNPO団体やリサイクル業者と提携している。 
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4 2023年度重点目標達成についての自己評価 

2023年度重点目標 達成状況 今後の課題 

 

【ドロップアウト率低減のための対策強化】 

毎年度、国内外問わず、数多くの学生が希望や夢を膨らませ入学

している。 

その夢に向かい、将来の仕事に直結する専門分野の勉強や、学生

同士の交流が深められる環境づくりに全教職員が学生と向き合

い、充実した２年間が送れるよう環境整備に努力している。それで

も、様々な要因によって途中で退学してしまう学生が毎年度一定

数出てしまう。その退学に至る経緯の傾向を分析し、対策を強化す

ることでドロップアウト率低減を目指す。 

 

 

【新しい教育改革への取組み】 

 AI や IoT などの急速な技術の進展により、社会が激しく変化し

多様な課題が生じている今日、様々な情報を活用しながら統合し、

課題の発見・解決や社会的な価値の創造を結びつけていく資質・能

力の育成が求められている。 

また、文部科学省も 

STEAM(Science,Technology,Engineering,Art,Mathematics)教育の

教科横断的な学習を推進している。 

 このSTEAM教育について、本校では自発的に興味を持ち、ものに

向き合う力を育てることが本質と考え、「ものづくり」「表現」を学

生自ら考え、行動できる人材育成の施策を考え実施に向けたプログ

ラムの作成を行う。 

 また、コロナ禍で各教育機関が積極的に活用した、対面とオンラ

イン・オンデマンド型授業を併用したハイブリッドによる勉強で

は、新たな教育方法として需要が高まり、現在でも継続的かつ効果

的な学びを提供できる授業スタイルとして導入が進んでいる。教育

的効果もコロナ禍で実証されていることから、システムを導入する

ことにより、反復学習や自学学習が可能となり、個々の学生の事情

に合わせられる柔軟な対応が可能なサポート体制に繋げられるよ

う、活用方法を検討し実施する。 

 

 

 

【ドロップアウト率低減のための対策強化】  

全 1 年生対象の個別面談と、出席不良者に対する個別対応、保

護者への連絡を継続して行いつつ、以下の施策を行った。 

・2022年度通期、2023年度前期のドロップアウト傾向リストを 

作成した。 

・クラス親睦促進のためのクラスごとの親睦会や行事への積極的 

な参加を各クラスアドバイザーにより実施した。 

・学生指導及びクラス運営方法について、学務管理部長により教

職員へ調査アンケートを実施し、その結果についてフィードバ

ックを行った。 

・退学、休学希望者との面談をクラスアドバイザーで終わらせず、

学務管理部長による最終確認の面談を実施し原因の詳細を聞き

出す取り組みを始めた。その結果、原因の傾向分析に有効な方

法であることが認められた。 

 

 

【新しい教育改革への取組み】 

・教務教育部長との面談にて各教員へ STEAM 教育の説明と理解を

促し、実施に向けた準備を進めたが、具体的な教育プログラムの

検討では、完成までは至っていない。 

・2023年度末にハイブリッド新システムの導入が完了し、2024年

度の運用に向け、理解を深めるための教職員向け勉強会を実施

した。 

 

 

 

【ドロップアウト率低減のための対策強化】 

・ドロップアウトの傾向と分析の結果を基に、次年度に向けて 

新たな対策強化を示して実践することが必要である。 

クラスアドバイザー間で、クラス運営や問題に上がる学生に

対する対応方法など、情報を共有し全員で解決に向かう環境

づくりを行う。 

・2023年度学校関係者評価委員会で提案された、学生のコミュ

ニケーション能力や発言力の向上を図る「リーダーシッププロ

グラム」を取り入れ、学生生活の向上に繋がるよう、プログラ

ム内容の検討を行い、2024年度には実施できるよう早急に準

備を進めることが必要である。 

 

【新しい教育改革への取組み】 

限られた学校スペースと機材を、授業との併用で効率良く運用

できる仕組みが必要である。 

STEAM教育を設計、実行するため、専門分野のリテラシーの高

い指導者の育成、東放学園系列校、他学科との交流や企業との連

携をコーディネートできる人材育成が急務である。 

また、本格的なハイブリッド新システムが2023年度末に導入さ

れたことにより、個々の学生の事情によって授業形式を選べるよ

うになった。学習機会を提供できる仕組みづくりや、また、収録

することで反復学習や自学学習ができるオンデマンド形式など、

柔軟に対応できる仕組みを確立させ、教育サービスの充実を計る

ことが重要である。 

 


